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はじめに 


お客様へ 


このたびはライカ M - E をお買い上げいただき、誠にあ 
りがとうございます。ライカ M - E は、独特の機能•性 
能を備えたデジタルレンジファインダーカメラです。 
ライカ M - E を正しく十分にごま用いただくために、ご 
使用前にこの使用説明書をよくお読みください。 

ライカ M - E の機能と性能をごま用のうえ、末をくご愛 
用ください。 
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ごま意 

-指定が外のアクセサリーは使用しないでくださし、。 

故障、感電、ショートの原因となります。 

• ライカ M - E を雨や湿気にさらさないでください。 

. 本体（カバー）の部品を取り外さないでください。<度 
理はライカ指定のサービスセンターにて専門の修理 
担当者にご依頼ください。 


著作権について 

-あなたがカメラで撮影したものは、個人として楽し 
むほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できま 
せん。なお、実演や興行、展示物などの中には、個 
人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限 
している場合がありますのでごま意ください。 

• ライカ M - E に付属するすべてのソフトウェアの著作 
権その他一切の権利は、正当な権限を有する第兰者 
に帰属します。 

.SD ロゴは登録商標です。 

-本書に記載されているその他の名称、企業名、製品 
名は、当該各社の商標または登録商標です。 



電気 • 電子機器の廃棄 
について 


( EU および分別回収制度を持つその他 
の欧州諸国で適用されます） 


本製品には電気-電子部品が含まれていますので、家 
庭ゴミとして処分することはできません。 

再生処理を目的として設けられた、自治体の廃棄物回 
収巧に必ずお持ちください。 

製品に交換可能な電池が含まれている場合は取り外 
し、規則に従って処分してください。 

本件に関する詳細については、お住まいの自治体、廃 
案物処理会社、またはお買い上げになられた販売店に 
お問合せください。 
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付属品 


ライカ M - E をご使用になる前に、下記の付属品がすべ 
てそろつていることをご確認ください。 


ん充電式リチウムイオンバッテリー 

B . ■/ くツテリーチャージヤー 

C . キヤリングストラップ 
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各部のを称 


正面 

1.1 レンズ着脱ボタン 

1.2 キヤリングストラップ取り付け部 

1.3 距離計窓 

1.4 輝度センサー1 

1.5 ブライトフレーム採巧窓 

1.6 ファインダー窓：きわめて明るい状況でもファ 
インダー表示を見やすくする反射板付き 

1.7 セルフタイマー LED 

1.8 底義固定ピン 

レンズマウント（カメラ正面)/ボディマウント 
(レンズ背面） 

1.9 6ビットコードおミ□センサー 

1.10 6ビットコード 


上面 

1.11 固定リング 

a . フオーカシング指標 

b . 被写界深度目盛り 
C . レンズ着脱ホ指標 

1.12 フオーカスリング 
a . 指当て 

1.13 絞リリング 

1.14 絞り指標 

1.15 レンズフード 

1.16 シャッ タースピードダイヤル 

- A 絞り優先 AE モード：シャッタースピー ドが 
自動的に設定されます。 

1.17 メインスイッチ 

- OFF (ライカ M-E の電源を切ります。） 

-S ( シングル撮影するときに選びます。） 

-C (連続撮影するときに選びます。） 

-む（セルフタイマーを使うときに選びます。） 
1.18 シャッ ターレリーズボタン 
a . ケーブルレリーズ用ねじ巧 
1.19 ホットシュー 

a . 中央(シンクロ）接点 

b . 制御接点 

巳.ロックピン用の巧 


各部については、表紙と裏表紙の内側の写真を参照してください。 


1ファインダーアタッチメント付き M レンズを装着した場合は、輝度セン 
サーが遮られます。レンズと輝度センサーについては「画面の表示/ファ 
インダー/上部 LCD 」（10 ぺージ）のを意1を、使用できるレンズについ 
ては 「 M レンズ」 （22 ぺージ)をご覧ください。 
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背面 

1.20 SET ボタン：撮影情報メニューの表示、メイン 
メニュ ー/ 撮影情報/ニューのサブメニューの 
表示、サブメニューで選択した設定内容の実行 
を巧います。 

1.21 INF □ボタン：各種設定/撮影時のデータ/画 
像再生時に撮影情報を表示します。 

1.22 倍□ボタン：感度設定の呼び出しのときに巧し 
ます。 

1.23 DELETE ボタン：画像消去機能を使うときに押 
します。 

1.24 PLAY ボタン：再生モード (PUY モード）への切り 
換えと画像の全体表示への切り換えを行います。 

1.25 ファインダー摆眼部 

1.26 MENU ボタン：メインメニューを表示/終了し 
ます。 

1.27 メイン設定リング：/インメニュー/撮影情報 
メニュー/サブメニューの設定内容の選択、選 
択した設定内容での数値の選お、露出補正値の 
設定、表示画像の送り/戻し、画像の拡大/縮 
小を行います。 

1.28 十字キ ー :メインメニュ ー/ 撮影情報メニュ ー 
/サブメニューの設定内容の選択、選択した設 
定内容での数値の選択、表示画像の送り/戻し 
を巧います。 

1.29 LED : 撮影モードへの切り換え後と画像データ 
記録時に点灯します。 

1.30 液晶 モニター 


底面 

(底蓋を巧り付けた状態） 

1.31 兰脚用ねじ巧 A 1/4( 74 インチ、 DIN 4503 に準拠) 
1.32 底蓋 

1.33 底蓋開閉つまみ 


(底蓋を巧り外した状態） 

1.34 バッテリースロット 
1.35 バッテリーロックレバー 
1 .36 メモリーカードスロット 

パ‘ッテリーチヤージヤー 

1.37 緑色の LED ( CHARGE )： 充電中に点減します。 

1.38 黄色の LED 旧日*/。）：バッテリー容量の80%まで 
充電が完了したときに点灯します。 

1.39 チヤージ部 
a . 接点 

1.40 カーアダプター巧ソケット 
1.41 ソケット （2 ピン） 

1.42 交換式電源コード 
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画面の表示 


2 . 1.1 




2. ファインダー 2 . 1.2 

2.1 LED :周囲の光量に応じて明るさが自動調整さ 
れますし 

2.1.1. 上下にドット（小さい点）がある4が7セグメン 
卜のデジタル表示 
デジタル表示 

-絞り優先 AE モード時に、自動設定された 
シャッ タースピードを表示します。 

-シャッタースピードが2秒より遅い塌合に力 
ウントダウンを表示します。 

-絞り優先 AE モード時に、露出計の測化範囲外 
にある場合や、自敦設定されたシャッタース 2.1.3 

ピードがライカ M - E で設定できる数値ではな 
し、場合に、警告として点滅します。 

-露出補正時に、補正値を数秒間表示します。 

-バッファメモリーが（一時的に）いっぱいであ 
る場合に点減します。 2.2 

-SD メモリーカードが入っていないことを表示 
します ( Sd )。 2.3 

-SD メモリーカードがいっぱいであることを表 
示します （ Full )。 

上部のドットの表示 
- AE ロック使用時に点なします。 

下部のドットの表示 
-露出補正時に点滅します。 


1ファインダーアタッチメント付き M レンズを装着した場合は、周囲の光 
量を測をする輝度センサ ー(1.4) が遮られるため、ファインダーの明るさ 
は自動調整されず萬に一定になります。 


兰角形 （X 2 )と円 （X ■!) の LED 
-スナップショットモード時に、露出状況を表 
口^します。 

円が点灯：適正露出であることを示します。 
円が点な、ちの兰角形が点滅：露出オーバー 
のおそれがあることを示します。 

円が点な、左の兰角おが点減：カメラブレや 
露出アンダーのおそれがあることを示します。 
-マニュアルモード時に、露出状況を表示します。 
-露出計の測光範囲を下回り、 シャッ タースピー 
ドがライカ M - E で設定できる下限を下回る場 
合に、警告として点滅します。 

フラッシュ マー ク 

-フラッシュが発光可能状態のときに点灯します。 
-撮影の前後にフラッシュが発光可能かどうか 
を表示します。 

ブライトフレーム (50 mm と 75 mm の例） 

フオーカシング測距巧 
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^_ 液晶 モニター 




3.1 

撮影時 

3.1.1 


(INFO ■ボタン、し 21 を押してください） 


3.1.1 

バツテリーの容量 

3.1.2 

3.1.2 

メモリ容量の残量 ( MB ) 


3.1.3 

撮影数の残量 

3.1.3 

3.1.4 

設定されたシ ヤツタースピー ド 

3.1.4 

3.1.5 

レンズ 

3.1.5 




3.2 

通常の 再を 時 



徊像は全体表示） 


3.2.1 

画像 プロテク トマー ク感を時のみ） 


3.2.2 

シャツタースピード(拡大表示のときはなし) 


3.2.3 

に0感度(拡大表示のときはなし） 


3.2.4 

画像番号/臟画像数 (拡大表示のときはなし) 

3.2.5 

3.2.5 

拡大範囲/表示位置 


3.2.6 


(長ちおによる表示、画像拡大表示時のみ） 

3.2.6 □ 選キ尺されてし、る画イ象 (4 コマ表示および9コマ表示のみ) 










画面の表示 


撮影情報を表示しての再生時 

(情報は INF □ボタンで表示、 1.21 ;画像は縮 ' J 廣示） 


3.3.2 


3.3.1 



3.3 


3.3.1 画像(クリップ機能も使用可能 1) 

3.3.2. ヒストグラム' 
a . 輝度 湖る さ } 
t ). RG 目饱別に表示） 

3.3.3 プロテクトマーク (設定時のみ） 

3.3.4 シャツタースピード 
3.3.5 に日 感度 
3.3.6 画像番号/総画像数 
3.3.7 撮影情報 

a . 露出モード 

b . 焦点距離2 
C . 露出補正値 

d . 解像度 

e . 圧縮率/記録形式 

f . ホワイトバランス 
呂.プロファイル番号 

i . ファイル番号 

j . 拡大範囲/表示 位置恼像お大表示時のみ) 

k . 曰付/時間 


1 詳しくは「ヒストグラム」 （30 ぺージ)をご覧ください。 

2 6ビットコード付きレンスまたは6ビットコード付きに改造したレンズ 
(22 ぺージ)を装着した場合のみ表示されます。 
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メニュ-覧 


4.1 メインメニユ ー（ MENU ボタンを巧すことでま示、 1.27) 


項目 機能 スナップシヨットプロファイル 

での設定内容(固定） 


4.1.1 

レンズ検出 

- 

才ート 

4.1.2 

ューザー設定 

プロファイルを登録します。 

使用できません。 

4.1.3 

シャッター設定 

静音チャージ/分離チャージ 

標準 

4.1.4 

セルフタイマー 

セルフタイマーの設を時間を選びます。 

12 s 

4.1.5 

に0オート設を 

— 

に0才ート/レンズ依を/ 

最大でに0 800 

4.1.6 

シャープネス 

画像のシャープネスを調整します。 

標準 

4.1.7 

彩度 

画像の色の彩度を調整します。ビンテージ白黒 

使用できます。 

4.1.8 

コントラスト 

画像のコントラストを調整します。 

標準 

4.1.9 

ブラケット設定 

か数/撮影順を/露出ステップ 

使巧できません (= OFF )。 

4.1.10 

露出補正設を 

設をち法を変更できます。 

使用できません。 

4.1.11 

液晶明るさ 

- 

標準 

4.1.12 

ヒストグラム 

輝度分布やカラー分布をグラフで表示します。 

標準 

4.1.13 

フォルダー操作 

フォルダーる称変更/新規作成 

使用できません。 

4.1.14 

オートレビュー 

撮影直後に画像を自動表示します。 

3砂（ヒストグラム切） 

4.1.15 

才ートバワーオフ 

電源を自動的に切ります。 

2分 

4.1.16 

フラッシュ同調 

フラッシュ発光のタイミングを設定します。 

ち幕 

4.1.17 

スローシンクロ 

紋リ優み AE モードでのフラッシュ撮影時に自動 
設をされるシャッタースピードの下限を設ちします。 

レンズ依存 

4.1.18 

色空間 

色を間を設をします。 

sRGB 

4.1.19 

DNG 設定 

RAW データを圧縮します。 

使用できません。 

4.1.20 

設定リセット 

すべての設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

使用できません。 

4.1.21 

センサー検査 

撮像素テをクリーニングするためにシャッターを 
開放状態にします。 

使巧できません。 

4.1.22 

日付 

日付を設ちします。 

使用できます。 

4.1.23 

時刻 

時間を設ちします。 

使用できます。 

4.1.24 

電子音 

ボタン操作や設を時の確認音を設定します。 

切 

4.1.25 

Language 

メニュー言語を設ちします。 

使用できます。 

4.1.26 

フォーマット 

メモリ -力ー ドを初期化します。 

使用できます。 

4.1.27 

ファームウエア 

ファームウエアのパ’ージョンを表示します。 

使用できません。 


メモ 

スナップショットプロファイルでは、メインメニューの項目で、ちの表中にグレーでハイライト表示されている 
項目のみ設定できます。その他の項目はメインメニュー画面には表示されず、使用できないか、特定の設定内容 
に固定されます。撮影情報メニューを表示することはできません。 
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4.2 

撮影情報メニユー 

( SET ボタンでま示、 1.20) 



項目 

機能 

スナップショッ ト プロファイル 
での設定内容(固を） 

4.2.1 

ホワイトバランス 

ホワイトバランスを設定します。 

才ート 

4.2.2 

圧縮 

圧縮率/記録お式を設定します。 

JPGfine 

4.2.3 

絕倾度 

箱像度を設ちします。 

18 MP 

4.2.4 

露出補正 

霞出補正を行います。 

使用できません。 

4.2.5 

ブラケティング 

入/切 

使用できません。 

4.2.6 

プロファイル設を 

登録したプロファイル/スナップショット 
プロファイルを呼び出します。 

スナップショット 
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クイック操作ガイド 

次のアイテムを用意してください。 

-カメラ 
-バッテリー ( A ) 

-メモリーカード(パッケージには含まれていません） 
-バッテリーチヤージヤ ー( B ) 

セッ ト アップ 

1. バッテリー （ A ) をバッテリーチヤージヤーにセット 
してください （18 ぺージ)。 

2. バッテリーチヤージヤ ー( B ) を電源につなぎ、バッ 
テリーを充電してください （1 8ぺージ)。 

3. メインスイッチ （1.17) を OFF にしてください。 

4. 充電されたバッテリーをカメラにセットしてくださ 
し、 （20 ぺージ)。 

5. メモリーカードをセツトしてください (21 ぺージ)。 


6. /インスイッチ （1.17) を S にしてください。 

7. ご希望のメニユー言語を選択してください （34 ぺ一 
ジ)。 

8 . /モリーカードを初期化してください (69 ページ)。 

ごミ主意 

-初期化が必要になるのはご購入直後の初期化されて 
いないメモリーカードです。 

•単純な初期化の場合は、力ードに保存されたデータ 
が完全に消去されることはなく、インデックスのみ 
が消去されます。これにより、保をデータに直接ア 
クセスできなくなりますが、市販のファイル復元ソ 
フトウェアを使用すると、データへのアクセスが再 
度巧能になる場合があります。ただし、この後、新 
しいデータを上書きしてしまったデータについて 
は、完全に消去されます。大切なデータはすべて、 
なるべく早めに安全な大容量記憶装置（コンピユー 
夕のハードディスクなど） に保をすることをお勧め 
します。特に力/ラをメモリーカードと一緒に点検- 
修理にお出しになる隙は、必ずデータのバックアッ 
プを取るようにしてください。 （70 ぺージ)。 

9. 日付と時間を設定してください (34 ページ)。 


撮影する 

10. レンズをカメラにセットしてください (23 ぺージ)。 

11. シャッタースピードダイヤル （1.16) を A に設定し 
て、シャッタースピードを絞り優先 AE にします (28 
ぺージ)。 

12. ファインダーをのぞきレンズの距離リングでピン 
卜を合わせます (46 ページ)。 

13. シャッ ターレリーズボタン （1.18) を最初のポイン 
卜まで半押ししてカメラの露出計のスイッチを入 
れてください。 

14. 撮影条件に応じて、レンズの絞リリングを使って 
露出を補正してください (48 ページ)。 

15. 撮影するにはシ ヤツ ターレリーズボタンを最後ま 
で押します。 
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撮影した画像を見る 

撮影直後の画慷を(撮影モードの中で)一時的に表示す 
るには次のようにしてください。 

ライカ M - E は、ご購入時に既にこの機能、つまり [ 才一 
トレ ビュー] に設定されています。 メインメニューで 
は、この項目 （4.1.14) の中で様々な機能を選択するこ 
とができます (25 ぺージ)。 

時間の制限なく画像を表示するには次のようにしてく 
ださい。 

1. PLAY ボタンを押して再生モードに設定します （62 
ぺージ)。 

2. 他の撮影画慷を見るには、左ちの十字キー （1.29) 
を巧します。 


メモ 

連続撮影時 （27 ページ）は、連続撮影された画像の中 
の最後の画像、もしくはカードに保存された連続画像 
の最後の画像が表示されます。この時点では、バッファ 
メモリーの連続撮影画徹の中には、まだ力ードに上書 
きされていないものがあります。 


液晶モニター画面での撮影画像の拡大 

表示された画像を拡大して見たいときには、メイン 
設定リング （1.27) を右（時計方向）に回します （63 ベー 
ジ）。 


画像消去 

消去ボタン （ DELETE ボタン、1 .23) を押して、液晶モ 
ニタ ー（1.30) の表示に従ってください (65 ぺージ)。 
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操作ガイド 

準備 


バッテリーを巧電する 

ライカ M - E をお使いになるためには、充電式リチウム 
イオンバツテリー ( A ) が必要です。 


キヤリングストラツプの取りけけかた 



注意 

-本書またはライカで指定したバッテリーが外は使用 
しないでください。 

• 付属のバッテリーをライカ M - E が外には使用しない 
でください。また、本書の説明に従って正しく充電 
してください。 

-指定が外のバッテリーを使用したり、説明に従わず 
にバッテリーを使用したりすると、破裂するおそれ 
があります。 

-バッテリーを直自ホ日光の当たる場巧や高温多湿の場 
巧に放置しないでください。また、電子レンジや高 
圧容器に入れないでください。破裂や発かの原因と 
なります。 

-何らかの原因で電池の内圧が上昇した場合は安全弁 
が作動して電池内部のガスを逃します。 

• 付属のバッテリーチャージャーまたは M - E 用のバッ 
テリーチャージャ ー（ コード番号14 463) が外は使用 
しないでください。 

指定が外のバッテリーチャージャーを使用すると、 
バッテリーの故障の原因となり、重傷や時には死 t 
のおそれがあります。 

• 付属のバッテリーチャージャーでは、専用バッテ 
リーが外は充電しないでください。また、他の用途 
には使用しないでください。 

• バッテリーチャージャーをコンセントに差し込んで 
いる間は、付属の力一電源ケーブルはご使用になら 
ないでください。 


-使用するコンセントへのアクセスが妨げられること 
がないようにお気をつけください。 

. バッテリーおよびバッテリーチャージャーを分锅し 
ないでください。修理はライカ指定のサービスセン 
夕一にご依頼ください。 

メモ 

•バッテリーはお買い上げ時には充電されていません 
ので、充電してからライカ M - E でお使いください。 

•バッテリーは〇〜35ての場所で充電してください。 
これが外の温度では、電源が入っても切れてしまう 
か、電源がまったく入りません。 

• リチウムイオンバッテリーは、残量にかかわらずい 
つでも継ぎ足し充電ができます。残量が多い状態で 
充電すれば、短時間で充電が完了します。 

-充電中にバッテリーが温かくなりますが、異常では 
ありません。 

• 充電開始後にバッテリーチャージャーの2つの LED 
(1 .37、1 .38) が速く点減した場合 (1 砂に2回从上)は、 
充電異常です。バッテリーチャージャーをコンセン 
卜からおいてからバッテリーを取り外し、周囲の温 
度が本書に記載された範囲内であることを確認して 
から、再び充電してください。それでも状態が変わ 
らない場合は、お買い上げの販売店またはライカカ 
スタマーケア（ 87 ページ）までお問い合わせくださ 
い。 
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新しいバッテリーは、フル充電してから完全放電さ 
せる（ライカ M - E に入れて使い切る）というサイクル 
を最初に2、3回行ラことで、性能を十分に発揮で 
きるようになります。その後もこのサイクルを25 
回に1度ほど巧うことをおすすめします。また、バッ 
テリー寿命を最大限に引き延ばすために、極端な温 
度条件のもと（夏場やを場の車内など）に長時間放置 
しないでください。 

バッテリーには寿命があります。最適な条件のもと 
で使用し続けても、数百回の充電を重ねると容量が 
低下し使用時間が極端に短くなります。 

不要になったバッテリーは、お住まいの自治体の条 
例や規則に従って廃棄してください (6 ページ)。 
ライカ M - E はバックアップ電池を内蔵しています。 
バックアップ電池は、日付などの設定を最大3ヶ月 
間保をするためのもので、バッテリーを電源として 
います。バックアップ電池が放電してしまった場合 
は、バッテリーを入れて充電してください。充電を 
始めてから約60時間後にフル充電になります。売 
電中はライカ M - E の電源を入れる必要はありませ 
ん 


1. 交換式電源 アダプターのコネクター （1.42) をバッテ 
リーチャージャーのソケット （1.41) に差し込み、プ 
ラグをコンセントに差し込みます。 

2. バッテリーの接点を下に向け、表に付いている矢印 
のち向に奥までしっかりとスライドさせるようにし 
て、バッテリーをチャージ部 (1.39) に取り付けます。 
バッテリーの向きが違うと取り付けることができま 
せんので、向きを確認して取り付けてください。 



メモ 

容量の80%までの充電に要する時間は、約2時間です。 
容量の80%まで充電すると、約280枚の撮影が可能に 
なります。フル充電では約350枚の撮影が可能です。 
したがって、比較的短時間で十分な枚数が撮影できる 
程度まで充電で重ます。 

3. 充電が終わったら、バッテリーチャージャーをコン 
セントからおきます。過充電されることはありませ 
んが、コンセントから抜いておくことをおすすめし 
ます。 

4. バッテリーを持ち上げるか手前にスライドさせるか 
して、バッテリーチャージャーから取り出します。 
チヤージ部には、取り出しやすいようにくぼみが付 
いています。 


バッテリーが正しくセットされると、緑色の LED 
( CHARGE ) (1.38) が点滅し、充電中になったことを 
示します。容量の80%まで充電が完了すると、黄 
色の LED (80%) (1.38) が点なします。フル充電が完 
了すると（約3時間半後)、緑色の LED が点なに変わ 
ります。 
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バッテリーを入れる/取り出す 


1.メインスイッチ （1.18) を 「 OFF 」 にします。 



2. 底蓋0 .32) をみの手順で取り外します。 

a . 底蓋の開閉つまみ〇. 33 )を引き出します。 

b . 開閉つまみを左に止まるまで回します。 

C. 底蓋を持ち上げて外します。 



3. 接輔する電気接点の位置を確認しながら、バッテ 
リ ー をバッテリ ースロ ット0 .34) に入れます。バネ 
式の白い ロック レバー (1.37) が被さり正しく セット 
されるまでバッテリーを押し込みます。 

4. 底蓋を次の手 I 帽で本体に房します。 

a . ライカ M - E の端にある底蓋固定ピン （1.8) に底蓋 
をセットします。 

b . 底蓋を閉じます。 

C. 開閉つまみをちに止まるまで回します。 
d . 開閉つまみを元の状態に房します。 


バッテリーを取り出すときは、上の手順を逆に行って 
ください。バネ式の白いロックレバーをスライドさせ 
ると、バッテリーを取り出すことができます。 

メモ 

バッテリーを取り出す前には、必ずライカ M - E の電源 
を切ってください。 


1回のフル充電で約350枚の画像が4秒間再生できま 

す ( CIPA 規格による）。 

バッテリー残量表示 (3.1.1) 

バッテリー残量は、撮影モードでは INF □ボタン （1.21) 

を押すと液晶モニター （1.30) に表示されます。容量が 

10%が下になった塌合、バッテリーを交換または充電 

してください。 

メモ 

•ライカ M - E を長期間使巧しない場合は、メインス 
イッチで電源を切り、バッテリーを取り出してくだ 
さい。 

-約3ヶ月間使巧しないでいると、バックアップ電池 
が放電してしまいます。バックアップ電池が放電し 
た場合は、すべての情報を設定し直してください。 
バックアップ電池についての詳細は、「バッテリーを 
充電する」の「/モ」の最後の項目 （1 8ぺージ）をご蔓 
ください。 
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メモリーカードを入れる/取り出す 

ライカ M - E では 、 SD メモリーカードと SDHC メモリー 
カード (大容量）が使用できます（本書では「メモリー 
力ード」と記載しています)。 

これらのメモリーカードは、軽量•コンパクトな交換 
式の外部記録メディアで、特に SDHC タイプは超高速 
で読み込み/書き込みを行うことができます。また、 
書き込み防止スイッチを装備しているので、誤って画 
慷を書き込んだり消してしまったりする/じ、配がありま 
せん。このスイッチは、カード本体のちが斜めになっ 
ていない側にあり、下側の 「 LOCK 」 のち向にスライド 
させれば書き込み防止機能がオンになります。 
さまざまなメーカーからさまざまな容量-転送速度の 
タイプが巧意されています。 

メモ 

メモリーカードの端子部を手で触らないでください。 

1. メインスイッチ0.1 7) を 「 OFF 」 にします。 

2. 底蓋 (1.32) を次の手順で取り外します。 

a . 底蓋の開閉つまみ (1.33) を引き出します。 

b . 開閉つまみを左に止まるまで回します。 

C . 底蓋を持ち上げて外します。 



3. 端子部を奥に、角が斜めになっている側を下に向け、 
メモリーカードをメモリーカードス ロット （1.39) に入 
れます。奥まで入れるとバネの感触がありますが、そ 
のまま「カチッ」と音がするまで押し込んでくださし、。 

4. 底蓋を次の手 j 慣で本体に戻します。 

a . ライカ M - E の端にある底蓋固定ピン (1.8) に底蓋 
をセットします。 

b . 底蓋を閉じます。 

C . 關閉つまみをちに止まるまで回します。 
d . 開閉つまみを元の状態に戻します。 


メモリーカードを取り出すときは、ライカ M - E の電源 

を切り、上の手順を逆に行ってくださし、。底部に表示 

されているとおり、メモリーカードは軽く押し込むと 

取り出すことができます。 

メモ 

• ライカ M - E に対応するメモリーカードのラインナッ 
プは非常に多く、当社ではどの製品がライカ M - E に 
対応し、ライカ M - E の要求する品質を備えているか 
を把握し切れません。そのためリーディングブラン 
ドである SanDisk の力ードをご利用されることをお 
勧めします。 

•その他のカードをご利用になられても、カメラ本体 
または力ードに損傷が起こるとは考えにくいのです 
が、「ノン•ブランド」の力ードを中むとして、 SD お 
よび SDHC の基華に合致していないものもあるため、 
当社はその磯能を保証することができません。 

-/モリーカードがうまく入らない場合は、メモリー 
力ードの向きを確認して ください。 

-底蓋を外したときやメモリーカードを取り出したと 
きは、液晶モニターの画面にそれぞれ次のメッセー 
ジが表示されます。 

-注意：底蓋が外れています 
-注意： SD カードがありません 
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液晶モニター （1.30) のち下の赤い LED (1.29) が点滅 
している場合は、画像記録中および/またはデータ 
保存中ですので、底蓋を取り外したリメモリーカー 
ドを取り出したりしないでください。保存されてい 
ないデータや保存済みのデータが消失することがあ 
ります。 

電磁波、静電気、ライカ M - E やメモリーカードの故 
障により、メモリー カー ドのデータが破損-消失す 
ることがあります。データをこまめにパソコンに取 
り込み （70 ページ）、バックアップをとることをお 
すすめします。 

同じ理由から、メモリーカードを帯電防止性のケー 
スなどで保管することをおすすめします。 


M レンズ 

ライカ M - E では、ほぼすベての M レンズを装着して 
使用できます。ここでは、使用できない、または機能 
が制限される数かないレンズについて説明します。 

M レンズは、レンズ検出用の6ビットコードがマウン 
卜部に付いている現行の M レンズと、6ビットコード 
付きではない旧型の M レンズがありますが、ライカ 
M - E ではどちらでも装着して使用できます。6ビット 
コード付きではない M レンズを装着しても、ライカ 
M - E はほとんどの状況で高い描写性能を発揮します。 
このようなケースで最適な画質を得るには、そのレン 
ズの機種を手動で入力することをお勧めします（「レン 
ズ検出」、36ぺージ)。 

重要 

• 使巧できないレンズ 
-ホロゴン f 8/15 mm 

-ズミクロン f 2/50 mm NF (近接撮影用レンズ） 

-エルマ ー f 4/90 mm (ミ尤目同式、生産期間1954〜 
1968年） 

-ズミルックス M f 1.4/35 mm の一部（非球面レンズ 
不採用、生産期間1961〜1995年、カナダ製）は、 
ごくまれに装着できないか、ピントリングが無限 
遠まで行き当たらないものがあります。そのよラ 
な場合は、ライカカスタマーケアにお問合せくだ 
さい。ライカ M - E で使巧できるよう、有料で改造 
を行なっております。また、行き当たるものは改 
造の必要はございません。 


•使用できるが、ライカ M - E またはレンズを破損させ 
るおそれがあるレンズ 

沈脈式レンズは、伸張させた状態でのみ使用できま 
す。絶対に沈脈しないでください。ただし、現行の 
マクロ.エルマー Mf 4/90 mm は、沈禍させても問 
題なく使用できます。 

•使用できるが、制限があるレンズ 
ライカ M - E のファインダーは高い精度を備えていま 
すが、絞り關放では被写界裸度がきわめてまいこと 
から、 135 mm レンズによるピント合わせは保証さ 
れていません。したがって絞りは2段が上絞ること 
をお勧めします。 

•使用できるが、露出計が正確に機能しないレンズ 
-スーパー•アンギユロン M f 4/21 mm 
-スーパー•アンギユロン M 巧. 4/21 mm 
-エルマリート Mf 2.8/28 mm (シリアルナンバーが2 
314921が前のもの） 

メモ 

旧型 M レンズの多くは、ライカカスタマーケアにて、 

6ビットコード付きに改造できます。改造できるレン 

ズの種類については、ライカカスタマーケアまでお問 

い合わせください (87 ページ)。 
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レンズを取りがける 



1. 固定リング (1.11) に指をそえてレンズを持ちます。 

2. レンズ着脱巧のホい指標0.11 C ) とライカ M-E のレ 
ンズ着脱ボタン0 .1) の位置を合わせます。 

3. レンズをまっすぐはめ込みます。 

4. 「カチッ」と音がするまでレンズをちに回します。 


レンズを取り外す 



1. 固定リング (1.11) に指をそえてレンズを持ちます。 

2. レンズ着脱ボタン （1.1) を押します。 

3. ホい指標 （1.11 C ) とレンズ着脱ボタンの位置が合う 
までレンズを左に回します。 

斗.レンズをまっすぐ取り外します。 

メモ 

• ライカ M - E の内部にほこりなどが入り込むのを防ぐ 
ために、ライカ M - E には常にレンズまたはボディ 
キャップを取り付けておいてください。 

• 同じ理由から、レンズ交換はできるだけほこりのか 
ない場所で素早く巧ってください。 

-カメラまたはレンズのキャップ類は、ズボンのポ 
ケットにしまわないでください。そこでほこりがつ 
いたままカメラに装着した場合、カメラの内部にほ 
こりが入ってしまうことがあります。 
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大切な設定-機能 


カメラの電源を入れる/切る-メインスイッチ 



電源のオン/オフはメインスイッチ （1.17) で行います。 
メインスイッチは機能ごとに次の4つの位置にセッ 
卜できる回転レ/ く一式で、シャッターレリーズボタン 
0.1 8) の下部にあります。 

a. OFF: 電源オフ 

ライカ M-E の電源を切ります。 

b. S： シングル撮影 

シャッターレリーズボタンを押して1枚だけ撮影さ 
れます。シャッターレリーズボタンを押し続けても 
1枚しか撮影できません。 

メインメニユー(14、31ぺージ）の[シヤッタ ー] で 
[分離チヤージ]を選ぶと、シャツタ -子 ヤージ音に 
配慮して静かに撮影できます (27 ページ)。 


C. C :連続撮影 

シャッターレリーズボタンを押し続けると8枚まで 
連続して撮影できます。連続して撮影できる枚数は、 
/モリーカードとバッファメモリーの容量によって 
異なります（「メモリーカードを入れる/取り出す」、 
21ぺージ)。 
d •む：セルフ タイマー 

シャッターレリーズボタンを押すとセルフタイマ— 
(がページ）が作動し、設定した時間が経過すると 
撮影されます。 

電源を入れる 

メインスイッチを巧」、 rcjs 「む」 のいずれかにセット 
すると電源が入ります。電源が入ると LED (1.29) が数 
秒間点灯し、ファインダー内のデジタル表示 （2.1.1) が 
現れます （10 ページ)。 

メモ 

電源を入れてから約1秒後にライカ M-E が使用できる 
状態になります。 


電源を切る 

メインスイッチを 「OFF」 にします。メニュー設定で自 
動的に電源が切れるよラに設定した場合（[オートパ 
ワーオフ](5.1.12)、3 し 35ぺージ）は、/インスイッ 
チを 「DFF」 にしなくても自動的に電源が切れます。 
オートパワーオフ作動中は力^ラは操作できません。 

メモ 

ライカ M-E を長時間使用しない場合や、ケースなどに 
入れて持ち運ぶ場合には、必ずメインスイッチを 「OFF」 
にして電源を切ってください。電力消費は、スタンバ 
イモードで、露出計が自動シャットダウンした後や、 
表示が消えた後でも行われています。メインスイッチ 
を 「OFF」 することによりこれらの電力消費を防ぐこと 
ができます。またスタンバイモードから復帰直後に 
誤ってシャッターを切ってしまうことを防止します。 
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撮影モード/再生モードを選ぶ 

電源を入れた後は常に撮影モードになります。ライカ 
M - E が使用できる状態になっても （24 ページ)、液晶モ 
ニター0.3 0) には何も表示されません。 

画像を再生するには、次の2つのモードのどちらかを 
選びます。 

1 . PLAY モード 時間の制限なく画像を表示 

します。 

2 . オートレビューモード撮影直後の画像を自動的に 

表示します。 

時間のが限なく画像をま示する- PLAY モード 
PLAY ボタン （1.25) を押します。 

- PLAY モードに切り替えると、最後に撮影した画像 
が撮影情報とともに表示されます （11 ページ)。メ 
モリーカードに画像が何も記録されていない場合 
は、 PLAY モードに切り替えると 「フォ ル ダー LEICA 
に再生可能な画像がありません」というメッセージ 
が表示されます。 


撮影直後の画像を自動的にま巧する 
-オートレビューモード 

撮影直後に画像が自動的に液晶 モニター （1.30) に表示 
されます。思ったとおりに撮影できたか、あるいはも 
う一度撮影し直す必要があるか、素早く簡単にチェッ 
クでさます。 

才ートレビューモードでは、次の2つの機能が設定で 
きます。 

1. 画像が表示される時間 

2. ヒストグラム (30 ぺージ)の表示/非表示 

オートレビューモードの機能を設をする 

1. メインメニュー(14、31ぺージ）で[才ートレビュ ー] 
(4.1.14) を選びます。 

2. サブメニューで [確認時間]を選びます。 

3. 次のサブメニューで[オフ]、 [1 秒間]、 [3 秒間]、[己 
秒間]、[保留]から設定内容を選びます。 

4. ヒストグラム （30 ページ）の表ち/非表示を選ぶに 
は、最初のサブメニューをもラー度表示します。 

5. [ヒストグラム]を選びます。 

6. 次のサブメニューで[オン]、[オフ]から設定内容を 
選びます。 


才ートレビューモードから PLAY モードにはいつでも 
切り換えることができます。 

メモ 

連続撮影時 （27 ぺージ）は、連続撮影された画像の中 
の最後の画像、もしくはカードに保をされた連続画像 
の最後の画像がどちらのモードでも表示されます。こ 
の時点では、バッファメモリーの連続撮影画傲の中に 
は、まだ力ードに上書きされていないものがあります。 
連続撮影時に違ラ画像を表示するちまなど、再生モー 
ドのその他の機能については、「再生モード」 （62 ぺ一 
ジ〜)をご覧ください。 
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シャツターレリーズボタン 


〇 1.19 1.19 a 

l.if 5.6 11 U 



シャツ ターレリーズボタン （1.18) の作動ポイントは3 
段階です。 

1.最初の作動ポイントでは、露出計とファインダー内 
表示が作動します。また、セルフタイマー設定時に 
はセルフタイマーが作動します (69 ページ)。 

レリーズボタンを離しても露出計とファインダー表 
示はその後約12秒間作動します（「露出計をオン/ 
オフにする」、47ぺージ)。 

この作動ポイントで押したままにすると、ファイ 
ンダーはそのまま表示を続けます。 PLAY モード （62 
ページ)時にこの作爵ポイントまで押すと、撮影モー 
ドに切り換わります。スタン/ くイモード (24 ぺージ） 
時にこの作動ポイントまで押すと、ライカ M - E の電 
源が入り、ディスプレイ表示が作動します。 


また、この作爵ポイントで押したままにすると、/ 
イン設定リングを使って素早く簡単に露出を補正で 
きます。詳しくは「露出補正」 （49 ぺージ）をご覧く 
ださい。 

メモ 

夕のいずれかの場合はシャッターレリーズボタンが 

ロックされます。 

-バッファメモリーが（一時的に）いっぱいのとき （8 
枚が上の連続撮影後など） 

-メモリーカード容量がいっぱいで、バッファメモ 
リーも(一時的に)いっぱいのとき 

2.2 番目の作動ポイントでは、絞り優先 AE モード 
時に露出値、すなわちライカ M - E が自動設定した 
シャッ タースピードを固定します （「AE ロック」、48 
ぺー ジ)。シャッ ターレリーズボタンを離せば、露 
出値を解除できます。 

3 .シャッ ターレリーズボタンを全押しすると撮影でき 
ます。画像データはメモリーカードに記録されます。 

シャッ ターレリーズボタンには、標準的なケーブルレ 

リーズ用のねじ巧が付いています。 


メモ 

-ケーブルレリーズを使巧する場合は、2番目の作動 
ポイントは機能しません。 

-既に再生モード（「撮影モード/再生モードを選ぶ」、 
25ぺージ）またはメニュー画面 (30 ぺージ）が有効に 
なっていた場合には シャッ ターレリーズボタンを押 
すと、撮影モードに切り換わります。 

-メニュー画面では電子音を選ぶこともできます （35 
ぺージ)。 

. 力/ラブレを防ぐために、シャッターレリーズボタン 
はいきなり強く押さず、そっと押し込んでくださし、。 
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連続撮影 

ライカ M - E は、1枚ずつの撮影だけでなく、動きのあ 
る被写体を数段階で続けて写すなどの連続撮影もでき 
ます。1枚ずつ撮影するときはメインスイッチ （1.17) 
を 「 S 」 （シングル）に、連続撮影するときは「じ](コン 
ティニユアス）にします。 

連続撮影のちまは、シャッターレリーズボタン (1.18) 
の操作が外はシングル撮影と同じです。連続撮影する 
ときは、シャッターレリーズボタンを押し続けてくだ 
さい（ただし、メモリーカード容量が十分である必要 
があります)。メインスイッチを「じにしてもシャッ 
ターレリーズボタンを押すのが一瞬ならば、通常のシ 
ングル撮影になります。 

連写速度は最大で約2コマ/秒、連続撮影枚数は8コ 
マです。 

メモ 

• 上記は に 016 OoDNG フォーマッ ト時の撮影枚数です。 
上記が外の条件では、撮影枚数が減ったり、速度が 
遅くなる場合もあります。 

-連続撮影時の撮影数が何枚であろうと、連続撮影さ 
れた画像の中の最後の画像、もしくは力ードに保を 
された連続画像の最後の画像がどちらのモード （25 
ページ)でも表ちされます。この時点では、バッファ 
メモリーの連続撮影画慷の中には、まだカードに上 
書きされていないものがあります。 


静音撮影/衝撃のかない作動 

できるだけ静かに撮影したい場合には、一時的に 
シャッターチャージ音を抑えることができます。また 
カメラをできる限り静かに作動させるのが求められる 
場合もあります。 

これを有効にするためにはメニュー画面で シャッ ター 
レ リ —ズの動作ちまを変更します。 

詩音撮影/衝擊のかない作動の設定 

1. メインメニュー(14、31ぺージ)で[シャッター設定] 
(ん 1 . 3 )を選びます。 

2. サブメニューで標準、ソフトレリーズ、分離チャー 
ジ、ソフト+分離の中から動作方法を選びます。 


ソフトレリーズ機能では、シャッターは、そのシャッ 
ターレリーズボタンの2番目の作動ポイントで切ら 
れます。これにより通常レリーズボタンを押し込む隙 
に発生するカメラブレを軽減することができ、シャッ 
夕ースピードが遅い条件下で撮影する隙に有効です。 
分離チャージ機能を選ぶと、シャッターを切った直後 
(撮影直後）ではなく、指をシャッターレリーズボタ 
ンから離した直後にシャッターがチャージされるよ 
うになります。つまり、シャッターを切ってもシャッ 
夕ーレリーズボタンを押し続けていれば、シャッター 
チャージ音が聞こえることはありません。上着の中な 
どの音が漏れない場所にライカ M - E を入れてから、あ 
るいは音を立てても問題のない瞬間まで待ってから、 
シャッターレリーズボタンから指を離せば、シャッ 
ターチャージ音のタイミングをずらして静かに撮影で 
きます。 

ソフトレリーズ機能は、シングル撮影モードでも連続 
撮影モードでも使えますが、分離チャージ機能が使え 
るのは、シングル撮影モード（メインスイッチ （1.17) 
を rs 」 にします)のときだけです。分離チヤージモード 
で連続撮影を行うとカメラが正常に作動しないことが 
あります。 
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シャッタースピードダイヤル 



ライカ M - E のシャッタースピードダイヤル （1.16) は、 
人間工学に基づいた最適なサイズ-配置になっていま 
す。ファインダーをのぞいたままでも操作しやすい一 
方で、誤って設定を変えてしまうことはありません。 
シャッタースピード設定時のダイヤル回転方向（レン 
ズの絞りリングも同様です）はマニュアル露出モード 
時のファインダー内の露出計表示 (2.1.3) に合わせてい 
ます。例えば、ファインダー内で左側の兰角おの LED 
が点なしたときは、兰角おが示すち向、すなわちち回 
りに回せば、シャッタースピードを遅くして適正露出 
を得ることができます。 


シャッタースピードダイヤルは、露出モードを選ぶと 
きにも使います。 

-絞り優先 AE モード：ホの 「 A 」 に合わせます （48 ペー 
ジ)。 

-マニュアルモード：シャッタースピードを選びます。 
1/4000〜8秒の範囲で1/2ステップごとに設定で 
きます (52 ページ)。 

また、次の位置にも設定できます。 

-フラッシュ同調速度：1/180砂です。「文」に合わせ 
ます （56 ぺージ)。 

-バルブ撮影：「日」に合わせます (52 ぺージ)。 

シャッタースピードダイヤルは、一定の位置でスト'ン 
プする構造ではありません。どの位置からでもどのち 
向にも自由に回すことができます。なお、クリックス 
トツプで止まる位置が外には設定できません。 


メモ 

-に曰感度を高めに設定した場合は、特に暗く平らな 
被写体でノイズが目立つことがあります。ライカ 
M - E では、このようなノイズを軽減するために、遅 
し、シ ャッタースピード(約1/30秒政下、その他の設 
定内容により異なります）で撮影したときは、撮影 
直後に自動的に"ブラックピクチャー"（シャッター 
を閉じた状態でノイズだけを撮影した画像）を再撮 
影し、本来の画像の上にノイズ画傲を重ね、デジタ 
ル処理で減算することによりノイズを除去します。 

-長時間露光では、このように"露光"を2度行うため、 
通常より長く時間がかかります。この磯能が動作し 
ている間は、ライカ M - E の電源を切らないでくださ 
い。 

• 2秒が下の遅いシャッタースピードで撮影した場合 
は、液晶モニターに「ノイズリダクション XX S 
m 」といラメッセージが表示されます。 

• 「日」に設定してセルフタイマー（がぺージ）を使用す 
るときは、シャッターレリーズボタンを押し続ける 
必要はありません。シャッターレリーズボタンをも 
う一度押すまでシャッターは開いた状態になります 
( T モードと同様に機能します)。 

適正露出の設定ちまについては、「露出を設定する」 （47 

ぺージ〜)の各項目をご覧ください。 
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液晶モニター 

ライカ M-E は大型 2.5 型のカラー液晶モニター (1.30) 
を搭載しています。液晶モニターには、メモリーカー 
ドに記録した画像を表示する ことができます。 また、 
1枚の画像全体とともに、撮影情報を同時に表示する 
こともできます（「液晶モニター/撮影情報の表示」、 
1し12ぺージ、巧節)。 

メモ 

ライカ M - E の液晶モニターでも、画像を表示できる 
のは再生モード（のページ）時のみです。画像を表示 
するには、 PLAY ボタン (1.24) を押して PLAY モードに 
するか、撮影直後の画像を自動的に表示するオートレ 
ビューモード (25 ぺージ）にしてください。 

初期設定では、次の撮影情報だけが表示されます。 
( INF □ボタンで他の情報が選択されていない場合） 

1. 画面上部のラインには、シャツタースピード (3.2.2) 、 
ISO 感度(3.2.3)、画像番号/総画慷数 （3.2.4) のみが 
表ルされます。 

2. 画像プロテクトマーク （3.2 .し Dtt ) :プロテクトされ 
ている画慷 (66 ページ)に表示されます。 

3. 拡大表ちのマーク（3.2.5、田）：画像を描;大表示した 
ときに、表示されている範囲とそのサイズをおおま 
かに示します。画面ち下に表示されます。 

4.4 コマないし9コマの縮小表示の場合、選択された 
画像をマークする赤い粋が表示されます。 


液晶モニターの明るさ 

液晶モニターの明るさを5段階で調整できます。周囲 
の光量に合わせてもっとも見やすい明るさを選んでく 
ださい。調整はメインメニューで行います。 

液晶モニターの明るさを調整する 

1 . メインメニュ ー( M 、 31 ぺージ）で[液晶明るさ] 
(4.1.11) を選びます。 

2. サブメニューで[做、押做、[標準]、[中高]、情]か 
ら明るさを選びます。 


基本設を/撮影モードのデータの表示 

カメラが撮影モードになっている場合、 INF □ボタン 
(1.21) でバッテリー容量およびメモリーカード容量 
を、またいくつかの撮影基本設定 （11 ページ）を表示 
させることができます。 

再をモードでの撮影情報の表示 

カメラが再生モードの場合、 INF □ボタン (1.21) を押 
すと、すべての撮影情報 （1 2ページ）を表示できます。 
画像は縮小サイズで同時に表されます。 

メインメニュー(14、31ぺージ）の[ヒストグラム] 
(5.1.9) では、ヒストグラムの表示方法を選択できます 
(「ヒストグラム」、次のページ)。 
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ヒストグラム 

ヒストグラム (3.3.2) とは、画像の輝度分巧を示すグラ 
フです。横軸は明るさを黒(左端)〜灰色〜白（ち端)で 
表し、縦軸はそれぞれの明るさの画素数を表します。 
撮影後、画像自体の印象とともにこのグラフを見るこ 
とで、露出状況が素早く簡単にチェックできます。 
ライカ M - E では、総合的な明るさの分布を示す標準 
モードと、ホ、緑、青の3原色別に明るさの分布を示 
す RGB モードからヒストグラムの表示方法を選べま 
す。また、どちらのモードでも、明るすぎるために色 
の情報が失われている部分をホ色で表示するクリップ 
機能のあり/なしを選べます。 


メモ 

ヒストグラム表示は、常に画像内で現在表示されてい 
る範囲を反映します。 




SET 

〇 

^ - 


A : 暗い画素がほとんどで明るい画素がわずかしかない：霞出アンダー 

B : ほとんどの画索が平均的に明るい：適正霞出 

C : 明るい画素がほとんどで暗い画素がわずかしかない：露出オーバー 




ヒストグラムの表示方法を設をする 

1. メインメニュー(14、31ぺージ）で[ヒストグラム] 
(4.1.12) を選びます。 

2. サブメニューで[標準]または [ RGB ]. もしくは[ク 
リップ設定]から選び、それに対応したサブメニュー 
を呼び出します。 

クリッピング表示のその他の設定 

3. クリッピング設定のサブメニューで、この表示を才 
フにするか、露出オーバー（赤）だけを表示するか、 
露出オーバーと露出アンダー（ホと青）を表示するか 
を選びます。 


メモ 

複数の画像を縮小して同時に表示している場合 （63 
ページ）は、ヒストグラムを表示できません。 
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メニュー設を 

メインメニューと撮影情報メニューの2種類のメ 
ニュー（14、1日ページ）を使ってさまざまな磯能を設 
定できます。 

絞り優先 AE モードと露出のマニュアルモードでは、 
メインメニューと撮影情報メニューを操作できます。 
メインメニューは27項目 （4.1.1-27) から構成され、そ 
の他に撮影情報メニューがあります。グループ化と分 
離によって、経験上最もよく使うメニュー項目は、最 
も迅速に、かつ簡単に調節、設定できるようになって 
います。 

スナップシヨットプロファイル（14、53ページ）では、 
メインメニューの 日 項目のみ設定できます。それら5 
項目 （4.1. 7/.22 /.23 /.2 日/. 26) は力/ラの基本設定に 
関するもので、一度設定すれば頻繁に設定し直す必要 
のないものです。 


メモ 

スナップショットプロファイルでは、ほとんどのメ 
ニュー項目は特定の設定内容に固定されるため、設 
定内容を変更することはできません。設定できるメ 
ニュー項目については、「メニュ——蔓」（14、15ぺ一 
ジ)をご覧ください。 

メインメニュー 

メインメニューでは、絞り優先 AE モードとマニュア 
ルモードの場合、カメラの基本設定の他にプロフアイ 
ルの登録および補助的な機能の登録を巧います。 


撮影情報メニュ ー 

撮影情報メニ:！一には6項目あります （4.2.1 〜6、15 
ページ)。撮影時の基本設定や登録したプロファイル 
の呼び出しを行います。 

ライカ M - E の電源を入れて SET ボタンを押すと、各 
項目の一實とその詳しい設定ちまが液晶モニター 
( l .3〇) t し表のされます。 

これらのメニューでは、メニュー画面の表示 • 終了方 
まは異なりますが、項目を設定するときの操作ちまは 
同じです。 
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メニューを使って設をする 

1.メイン/ニューを表示するには、 MENU ボタン 
(1.26) を押します。撮影情報メニューを表示するに 
は、 SET ボタン （1.2 日)を押します。 

• メインメニューを表示させるとすべての項目の中 
から最初の7項目が（スナップシヨットプロフアイ 
ルでは設定できる5項目すベて)、撮影情報メニュ ー 
を表示させると6項目すべてが表示されます。 



メモ 

-撮影情報メニューは、撮影モード （25 ぺージ）から 
のみ表示させることができます。 

-撮影情報メニューは、絞り優先 AE モード （48 ぺ一 
ジ）時とマニュアルモード （52 ぺージ）時のみ表ちさ 
せることができます。スナップショットプロフアイ 
ルでは、 S 打ボタンを押しても撮影情報メニューは 
をルされません/。 

• 画像の消去またはプロテクト（65、66ページ）の操 
作中は、メインメニューを表示できません。 


2.メイン設定リング （1.27) または十字キ ー（1.28) の上 
/下のキーで、設定したいメニュー項目をハイライ 
卜表示させます。 
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3. 5 □■ボタンを押します（撮影情報/ニューでは2度 
押すことになります)。 

• メニュー項目の右に、ホし、がで囲まれた設定内容の 
一覧がサブメニューとして表示されます。現在選択 
されている設定内容はハイライト表示されます。 

4. メイン設定リングまたは十字キーの上/下のキ ー 
で、選びたい設定内容をハイライト表示させます。 

5. 5 □■ボタンを押して設定を実行します。 

-設定内容がメニュー項目のちに表示されます。 


6.メインメニューを終了するには、 MENU ボタンを押 
します。撮影情報メニューを終了するには、次のど 
ちらかの操作を行います。 

ん撮影モードに切り換えたいときは、 シャッターレ 
リーズボタン （1.18) を押します。 
b . 再生モード (PLAY モー ド）に切り換えたいときは、 
PLAY ボタン （1.24) を押します。 

メモ 

• メインメニュー画面では、 MENU ボタンを押すと設 
定内容を変更せずにサブメニューを終了することが 
できます。 

• どちらのメニュー画面でも、シャッターレリーズ 
ボタン (1.18) を押せば撮影モードに、 PLAY ボタン 
(1.24) を押せば PLAY モードに切り換えることがで 
きます（「撮影モード/再生モードを選ぶ」、25ぺ一 
ジ)。 


[日が](4.1.22)、[時刻](4丄23)、[ホワイトバランス] 
(4.2.1) では、さらに数値を直接設定します。数値の設 
定方まやその他のメニュー項目での設定ちまについて 
は、各項目の説明をご覧ください。 
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セットアップ 
カメラの基本設定 
メニュー言語 

お買い上げ時はメニュー言語が英語に設定されてお 
り、すべてのメニュー項目が英語で表示されます。英 
語が外には、ドイツ語、フランス語、イタリア語、ス 
ペイン語、日本語、ロシア語、中国語（繁体字)、中国 
語(簡体字)から選択できます。 

メニュー言語を設定する 

1. メイン メニュ ー （14、31ぺージ）で [ Language ] 
(4.1.25) を選びます。 

2. サブ メニューで 言語を選びます。 

-ボタンの名称と略称が外はすべて選択した言語に表 
記が変わります。 


曰が•時問 

日付と時間は、それぞれ別の/ニュー項目で設定しま 

す。 

曰が 

3種類の並び順から選択できます。 

曰巧を設定する 

1. メインメニュ ー （14、31ぺージ）で[日付] (4.1.22) 
を選びます。 

2. サブメニューを表示します。[設定]と[撮影順序]の 
2つの設定内容が表示されます。 

3. [設定]を選びます。 

•次のサブメニューで年、月、日の数値が表示されま 
す。現在選キ尺されている（数値を変更できる）項目は 
ホい枠に白黒反転でハイライト表示されます。 

4. 十字キー （1.28) の右/左のキーで項目を選び、メイ 
ン設定リング （1.27) または十字キーの上/下のキー 
で数値を選びます。 


メモ 

-メイン設定リングを使えばより早く簡単に設定でき 
ます。 

• MENU ボタン （1.26) を押すと、サブメニューの設定 
内容を変更せずにメインメニュー画面に戻ることが 
でさます。 

5. 年、月、日の数値を設定したら、5盯ボタン （1.20) 
を押して設定を実行します。 

. サブメニュー画面に戻ります。 

6. 年、月、日の並び順を変えるときは、サブメニュ ー 
で[撮影順商を選びます。 

-[日/巧/年]、[月/日/年]、[年/月/日]の3種類が 
を/」、されます。 

7. 手順3と4と同様の方まで並び順を選び設定を実行 
します。 

メモ 

バッテリーが入っていなかったリバッテリーが消耗し 

てしまったりしても、日付と時間の設定は内蔵のバッ 

クアップ電池により約3ヶ月保をされます（「パッテ 

リー残量表示（3.2)」、20ぺージ)。約3ヶ月経過して 

設定が失われてしまった場合は、本ページの手順に 

従って設定し直してください。 
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時刻 

24時間と12時間の表示形式から選択できます。 

時刻を設をする 

メインメニユーの[時刻] (5.1.19) から、サブメニユー 
の[設定]と[ま巧]を選び、表示形式と時-分の数 
値を設定します。操作ちまは前項[日付]と同様です。 


オートパワーオフ 

設定された時間が経過つと自動的に電源が切れる機能 
です。[オートパワーオフ]で電源が切れた状態は、メ 
インスイッチを 「 OFF 」（1.17) にして電源を切ったとき 
と同じです (24 ページ)。 

[オートパワーオフ]では、次の磯能が設定できます。 

a. [才ートパワーオフ]のオン/オフ 

b . 電源が切れるまでの時間 

用途に合わせて設定できるほか、バッテリー消耗を大 
幅に抑えることができます。 

オートパワーオフを設をする 

1. メインメニユー(14、31ぺージ）で[才ートパワーオ 
フ] U . 1 . 1 日)を選びます。 

2. サブメニューで設定内容を選びます。 

メモ 

スタン/ くイモード時（シャッターレリーズボタンを最 
初の作動ポイントまで押し込んでから指を離して12 
秒後に液晶モニターの表示が消なした状態）や[オート 
パワーオフ]で電源が切れた状態では、シャッターレ 
リーズボタン （1.18) を押すとカメラが使用できる状態 
に戻ります。 


電子音 

ボタン操作やメッセージ表示を電子音でお知らせする 
ように設定できます。音量は2段階で調整できます。 
電子音が嗚らないようにすることもできます。 
ボタンを押したとさやメモリーカードがいっぱいに 
なったときにクリック音やブザー音でわかるよう、そ 
れぞれ個別に設定でをます。 

メモ 

お買い上げ時の設定は電子音がオフです。 

電子音を設をする 

1. メインメニュー(14、31ぺージ)で[電子音] (4.1.24) 
を選びます。 

2 . サブメニューを表示します。[ボリューム]、[クリッ 
ク音]、に D 力ー ド滿巧]の3つの設定内容が表示さ 
れます。 

3. [ボリューム]を選びます。 

•夕のサブメニューで[オフ](無音)、[巧](音量- 
小)、[高](音量-大)が表示されます。 

4. 音量を選びます。 

-終了すると最初のサブメニュー画面に戻ります。 

日.他の2 つの 設定内容では、それぞれの場合で電子音 
をオンにするかオフにするかを選びます。 
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撮影の基本設を 
レンズ検出のオン/オフ 

現在販売されている M レンズを装着した場合、マウン 
卜部に付いている6ビットコード （1.10) により、ライ 
力 M - E はレンズの機種を検出します。6ビットコード 
は6ビットコードおがセンサー (1.9) で読み取ります。 

-読み込んだ情報は、画像データの最適処理に利用し 
ます。広角レンズを使ったり絞りを開いたりしたと 
きに目立ちがちなビネッティング （ 周辺減光）を軽 
減します。 

-フラッシュ 調光 やフラッシュユニットのリフレク 
ターの調整にも、読み込んだ情報を利用します（「対 
応 フラッシュユニット」、 55ぺージ)。 

-読み込んだ情報は、撮影画像の Exit ファイルに記録 
されます。 INF □ボタンで撮影情報を表示させると 
(「液晶モニター」、29ページ)、撮影時に設定した 
焦点距離(3.3.7、12ぺージ)が表示されます。 

メモ 

6ビットコード付きではないレンズを使用する場合、 
レンズ検出機能をオフにするか、または使用するレン 
ズをマニュアルで設定してください (36 ぺージ)。 


レンズ検出機能を設をする 

1. /インメニュー(14、31ページ）で[レンズ検出] 
(4.1.1) を選びます。 

2. サブメニューで次の設定の中から選びます。 

-[オフ] 

- [才ー ト]: コード付きのレンズが装着されている 
とさ 

-[マニュアル]: コード付きでないレンズが装着さ 
れているとき 

レンズ/ 焦点距離の マニ ュアル設を 

旧式の M レンズは識別機能がなく力^ラ本体によつ 
ては認識されませんが、「識別」はメニューで行うこと 
がでをます。 

3. [マニュアル] のサブメニューのリストから使用する 
レンズを選んでください。 

•液晶モニター （1.3 1 ) にはレンズのリストが表示さ 
れます。これには識別のためにそれぞれの製品番 
号も記載されています。 


メモ 

-一部のレンズは、被写界深度スケールの反対側に製 
品番号が刻印されています。刻印の無いレンズにつ 
いてはカスタマーケアまでお問い合わせください。 

• リストには、6ビットコードを持たないレンズ（お 
よそ2006年6月が前のもの）を記載しています。最 
近のレンズはすべて6ビットコードが付けられてお 
り、マニュアルでは選択できません。 

•トリ.エルマー M f 4/16-18-21 mm ASPH をご使巧の 
場合、設定された焦点距離はカメラ本体には転送さ 
れません。そのため撮影画像の EXIF データにも記 
載されません。記載をお望みならば、 マニュアルで 
焦点距離を入力することができます。 

•トリ.エルマー M f 4/28-35-50 mmASPH . の場合、設 
定した焦点距離がライカ M - E に転送され、対応する 
ブライトフレームが正しく表示されます。また、設 
定した焦点距離は電子的に識別され、焦点距離別に 
画質が自動補正されます。しかし表示場所が狭いた 
め、メニューに表示される製品番号は1つだけです 
-11 625。もちろんその他に11890および11894も 
使用できます。メニューにある設定は、それらにも 
対応しています。 
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お像度 

画像データを記録するときは、 JPEG フォー マツ トでは 
5種類の锅慷度（画素数）から選べます。画像の用途や 
メモリーカード容量に合わせて最適な稱像度を選んで 
ください。 

最大の解像度（データ容量が最大）は、大きな用紙での 
プリントにふさわしい高い画質で記録するときに選び 
ます。低い解像度は 、 e メールで画像を送ったりホー 
ムページに画像を載せたりする場合に最適です。メモ 
リーカードに記録できる枚数は、高い解像度のほうが 
低い解像度よりもかなくなります。 

メモ 

RAW 形式 （ DNG 形式、次のページをご覧ください）で 
記録する場合は、常に最大の稱像度で記録されます。 

お像度を設定する 

1. 撮影情報メニュ ー （15、31ページ)で[解慷度] (4.2.3) 
を選びます。 

2 . サブメニューで解像度を選びます。 


圧縮率/記録お式 

画像データを記録するときはみの形式から選べます。 

a . JPEG 压縮 ： JPG fine または JPG basic 

b . DNt 胚縮なし]または胚縮あり] 

C . DNG&JPG fine または DNG&JPG basic : 1 回の撮 
影で [ DNG ] と [ JPG ] の2つの形式で同時に記録しま 
す JPG の锅衡宴は設定されている値に固定されます。 

画像の用途や/モリーカード容量に合わせて最適な圧 
縮率を選べます。 [ RAW & JPG ] を選べば、撮影後に用 
遠をみめたいときにも確実かつ柔軟に対応できます。 

圧縮/記録お式を設をする 

A . DNG フォーマットを選巧する。 

1. メインメニュー(14、31ぺージ）で [DNG 設定] 
(4.1.19) を選びます。 

2 . サブメニュ -で [圧縮なし]か[圧縮あり]を選び 
ます。 

B . JPEG 圧縮率もしくは記録コンビネーシヨンを選巧 
する。 

1. 撮影情報メニュー（15、31ぺージ)で[圧縮] (4.2.2) 
を選びます。 

2. サブメニ ユーで 圧縮率/コンビネーシヨンを選び 
ます。 


メモ 

• [ DNG ] (デジタル•ネガティブ）とは、 RAW フ アイ 
ル形式の標準フォーマットです。撮像素子が記録し 
たデータをカメラ内で画慷処理をせずに、そのまま 
保をします。 

-圧縮記録お式は、低い圧縮率を保ちます。これは、 

-著しい品質イ臣下を防ぎます。 

-画慷データの後処理を可能にします。 

-高速で書き込みでをます。 

-メモリーの消費を抑えます。 

- [ DNG ] では、锅慷度は自動的に「■」 （18 MP ) にな 
ります。 [ DNG & JPGfine ] と [ DNG&JPGbasi (:]でも、 
設定した [ JPG ] の解像度にかかわらず、 [ DNG ] の解 
慷度は自動的に「圓」 （18 MP ) になります（「锅傲度」、 
前のページ)。 

.[ DNG & JPGfine ] または [DNG & JPG basic ] では、 
[ JPG ] の解像度はすでに設定されている値に固定さ 
れるため、 [ DNG ] と [ JPG ] の锅像度が異なることが 
あります。 

- [JPG basic ] は圧縮率が高いため、画像の複雑な細 
部では、情報が失われたり正確に再現できなかった 
りすることがあります（斜めの線がギザギザになる 
などのアーチフアクトが発生します)。 

-表示される撮影可能枚数が撮影後に減らないことが 
あります。これは、記録に必要なデータ容量が被写 
体によって異なるためです。 [ JPG ] の場合、複雑な 
細部には多めの、均一な表面にはかなめのデータ容 
量が必要になります。 
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ホワイトバランス 

ホワイトバランスはデジタルカ/ラ特有の磯能で、光 
源に応じて自然な色合いで撮影できるようにするため 
のものです。ライカりょでは、被写体の中の特定の色 
を白く写し出すように設定し、この白に基づいて色合 
いを調整します。 

ホワイトバランスは次の10種類の設定から選おでき 
ます。 

-才ート：ホワイトバランスを自動的に調整しま 
す。ほとんどの状況下で自然な色合いに再現でき 
ます。 

- 7種類のプリセット：よくある光源別に最適なプ 
リセットを選べます。 

-■? も-:タングステン：室内で白熱なが主光源のとき 

- 端(1:里光灯：暖色壁巧ながま光源のとき、住環 
境で使巧する白熱灯のような約270 OK ほどの明か 
り。暖色壁光な 

- 細( 2 :巧光灯：寒色堂光ながま光源のときで（明 
るく）照明されたスタジオでの撮影、仕き部屋な 
どで使用する約400 0 K ほどの明かり。寒色お光な 
% デイライト：野外で晴天のとを 
H :ストロボ光：フラッシュがを光源のとき 

- な：くもり：野外で曇り空のと寺 
CL :曰かげ：野外でを要被写体が日陰にあるとき 


-A :マニュアル：手爵で調整します。 

-色温度設定 1 :色温度を数値で直接設定します。 

メモ 

システムカメラアダプテーシヨン （ SCA ) 3000の条件を 
滿たすフラッシュユニットと SCA -3502 (バージヨン4 
が降）アダプターもしくはそれに相当する内蔵の固定 
部を使用する場合は、「オート」に設定してもホワイト 
バランスが正しく調整されます。その他のフラッシュ 
ユニットを使用する塌合は、「オート」では正しく調整 
されませんので、「」に設定してください。 


1単位はすべて K (ケルビン）です。 


ホワイトバランスを設をする 
き動調整またはプリセツトを選ぶ 

1. 撮影情報メニュー（15、31ページ）で[ホワイトバラ 
ンス] (4.2.1) を選びます。 

2. サブ/ニューで[オート]または希望のプリセットを 
選びます。 
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色温度を直接設定する 

設定範囲は2000 ~131 OOKi です。2000〜 5000 K では 
100 K ステップごとに、500〇〜 8000 K では200 K ステッ 
プごとに、800〇〜1310 OK では 300 K ステップごとに 
調整できます。撮影において実隙にありえる色温度の 
範囲をほぼすベてカバーしているので、光源に応じて 
きわめて自然に、または好みに合わせて、色合いを再 
現することができます。 

1. 撮影情報/ニュー（15、31ページ）で[ホワイトバラ 
ンス] (4.2.1) を選びます。 

2. サブメニューで[色温度設定]を選びます。 

3. メイン設定リング （1.27) または十字キー (1.28) の上 
/下のキーで数値を選びます。 

4. 5□■ボタンを押して設定を実行します。 


手動で調整する 

1.撮影情報/ニュー （1 日、31ページ）で[ホワイトバラ 
ンス] (4.2.1) を選びます。 


2. サブメニューで lA [マニュアル] を選びます。 

3. SET ボタン （1.20) を押します。 


‘液晶 モニター にち^ 


カメラを白し、巧写巧にむけ 


1 といラメッセージ 


が表示されます。 

4. 中/じ、に白またはニュートラルグレーのものがくるよ 
うにして撮影します。撮影するとホワイトバランス 
の基準が設定されます。 

-撮影後、メニュー画面の代わりに撮影画像が表示 
され、 のリ お 巧 巧! というメッセージが表示されま 
す。露出が適切でなかったり、被写体がニュート 
ラルでなかったりした場合には、 ^ 击ホ过? また 
は 1浦點姑 というメッセージが表示されます。 
適正露出に設定し直すかニュートラルの被写体を 
選んで、手順2.から繰り返してください。 


メモ 

記録したホワイトバランスの基準は、別のホワイトバ 
ランス設定を選んだ後でも呼び出すことができます。 
記録した基準を呼び出すには、手順1.〜 3. までを繰 
り返し、手順んの代わりに SET ボタンを押します。 


設定された基準は、基準を設定し直すか別のホワイト 
バランス設定を選ぶまで、そのままその後の撮影に使 
用でをます。 


1単位はすべて K (ケルビン)です。 
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ISO 感度 

に 0 感度は、光に対する感度を表すものです。フィル 
ムカメラでは、に0感度はフィルム感度を表します。 
同じ明るさでの撮影であれば、に0感度が高いフィル 
ムほど シャッ タースピードは速く、絞り値は大きくで 
き、 に 0感度が低ければ シャッ タースピードは遅く、 
絞り値は小さくする必要があります。 

ライカ M - E は、に0感度160〜2500の範囲に対応し 
ています。 

画質を低下させないためには、に0感度を [ 160 ] に設 
定します。に日感度が高くなるほど、高感度フィルム 
使用による"ざらつき"に相当するノイズが発生しやす 
くなります。 

[Pull 80] に設定するとに0感度はに0 80の明るさにな 
ります。この設定で撮影すると、最も低いコントラス 
卜範囲になります。この感度を使用する場合、ま要な 
画像部分が過度に露出されないよラごま意ください。 
設定は1/3ステップで調整され、設定したに日感度に 
応じてそれぞれの状況にふさわしいシャッタースピー 
ドと絞り値を設定できます。 


マニュアル設定の他、ライカ M - E はに日感度を[に日オー 
卜]にも設定できます。 [ISO 才ート]を選ぶと、明るさ 
に応じてに0感度が自動設定されます。絞り優先 AE 
モード1 (48 ぺージ）で [ISO 才ート]を選ぶと、自動設 
定されるシ ャッ タースピードの範囲が4段分まで広く 
なります。 

[ISO オート]では、撮影意図に合わせて、自動設定さ 
れるに0感度の上限や、 [ISO 才ート]が作動するシャッ 
タースピードの基準を、あらかじめ設定しておくこと 
もできます2。に0感度の上限設定はノイズを抑えた 
いときなどに、シャッタースピードの基準の設定は力 
メラブレを抑えたいとさなどに便利です。 

ISO 感度を設をする 

1 . IS □ボタン （1.22) を押し続けます。 

-液晶モニター （1.30) には、実行できる設定が表示 
されます。 

2. S 打ボタン （1.20) を押したまま、メイン設定リング 
(1.27、前後)で、または十字キー（1.28、行または列） 
でお好みの感度を選択し設定します。 


1マニュアルモード時またはフラッシュユニット使巧時は、この効果は得 
られません（フラッシュ同調速度は常に1/180秒です)。スナップシヨッ 
トプロファイル (53 ぺージ)時は、常にこの効果が得られます。 

2スナップシヨツトプロファイルでは設定でをません。 


メモ 

リストは、旧□ボタンを離した後、2秒間表示されます。 
リストが消えた後に値が設定されます。 

[ISO オート]を選んで、自動設定されるに0感度の上 
限や、 [ISO オート]が作動するシャッタースピードの 
基準を設定する場合は、手順 3. へ進みます2。 

3. メインメニュー(14、31ぺージ）で [ ISO 才ート設定] 
(4.1.5) を選びます。 

4. サブメニューで馬大に 0] または[最長 シャッ タ ー] 
を選びます。 

日.自動設定されるに0感度の上限を設定するには、 

-サブ/ニューで[最大に 0] を選び、次のサブメ 
ニューで数値を選びます。 

-に0感度が自動設定されるシャッタースピードの 
基華を設定するには、サブメニューで[最長シャッ 
ター]を選び、夕のサブメニューで数値を設定す 
るか、[レンズ依を]3を選びます。 

-数値の場合は、1/12日〜1/8秒の範囲で、無段階 
で設定でをます。 

[レンズ依を]を選ぶと、周囲の光量がかないために 
シャッタースピードが手持ち撮影でプレない限界より 
も遅く設定された場合にのみ、に0感度が自動的に高 
めに切替ります。手持ち撮影でブレないシャッタース 
ピードの限界は、使用レンズ別に「1/焦点距離」秒で 
算出されます。例えば 35 mm レンズならば、1/30秒 
となります。 

3 6ビツトコード付きレンズまたは6ビツトコード付きに巧造したレンズ 
(22 ページ)を装着した場合のみお能します。 
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メモ 

-ブラケティング撮影（日1ページ）を使用するとすベ 
てのオートに0設定が確定されます。 

-最初の撮影でカメラが自動的に算定した感度は、 
ブラケティング撮影時には他の撮影のすべてに適 
用されます。つまりこのに0値は、ブラケティン 
グ撮影の間変更されることがありません。 

- [ISO オート]のサブメニューでの設定は機能しま 
せん。つまりカメラの使用可能な シャッ タース 
ピードの範囲が、すべての範囲で利用されます。 


画質をみめる要素 

—コントラスト/シャープネス/色の彩度 

デジタルカメラには、多くのメリットがあります。そ 
のひとつは、画像の質を決める大切な要素を簡単に調 
整できることです。画像処理ソフトを使えばさまざま 
な画質調整ができますが、まず言己録した画像データを 
パソコン に取り込む必要があります。ライカ M - E では、 
画質のミ央め手となる次の3 つの 大事な要素をあらかじ 
め調整してから撮影できます。 

. コントラスト：明るい部分と暗い部分の差のことで、 
画像が"単調"であるか"鮮明"であるかをみめる要素 
です。コントラスト調整とは、明るい部分をより明 
るくして暗い部分をより暗くするなど、明暗の差に 
強弱をつけることです。 

• シャープネス：きれいに撮影するには、少なくとも 
を愛被写体だけには正確にピントを合わせてシャー 
プに描き出さなければなりません。画像がシャープ 
な印!象になるかどラかは、輪郭がシャープであるか 
どうか、すなわち画像の輪郭部において明暗の境界 
部分がどれだけ小さいかで決まるといっていいで 
しよう。シャープネス調整とは、この境界部分の大 
小を調整することです。 

• 色の彩度：画像の色合いが"淡い"パステルカラーの 
ように見えるか、"鮮やか"でカラフルに見えるかを 
みめる要素です。画像の印象は、巧の状況や天候(晴 
れか曇りか）によって大をく違ってきますが、彩度 
によっても明らかに変わつてきます。 


これらの3つの要素をメインメニユーでそれぞれ別々 
に5段階で調整できます。撮影シーンや光の状況に応 
じて最適な設定を選んでくださし、。探夕度]では、[白黒] 
および[ビンテージ白黒]にも設定できます。 

メモ 

この設定に該当するのは、 JPEG 記録形式での撮影だけ 
です。圧縮率を [ DNG ] に設定しているときは、撮慷素 
子が記録したデータを処理せずにそのまま保存するの 
で、これらの調整はできません（データをパソコンに 
取り込んでから調整してください)。 

コントラスト/シヤープネス/色の彩度を調整する 

インメニユー(14、31ぺージ）で[シヤープネス] 
( 4 .16)、[彩度](ん 1 . 7 )、[コントラスト]( 4 . 1 . 8 )から 
調整したい要素を選びます。 

2. サブメニューで[做、忡做、[標準]、[中高]、協]か 
ら設定内容を選びます。 
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色を間 

デジタル画像では、色を正しく再現する条件がさまざ 
まな用途ごとに大きく異なるため、数種類の色空間が 
考案されています。 sRGB(RGB は赤、緑、青を表しま 
す）は、一般的な印刷にふさわしい色空間です。 Adobe 
RGB は、カラー補正などの高度な技術を用いる専門的 
な画像処理に最適で、商用印刷などで広く一般に使用 
されています。 

色を間を設定する 

1. メイン/ニュー（14、31ぺージ）で[色空間] (4.1.18) 
を選びます。 

2. サブメニューで希望の色空間を選びます。 

メモ 

•大型ラボ、ミニラボ、ネットプリントサービスで画 
像を印刷するときは、 [ sRGB ] に設定してください。 

• [ AdobeRGB ] は、カラー処理技術が十分に整った環 
境で画傲姐理する場合にのみ設定することをおすす 
めします。 


カメラの正しい構えかた 



ブレのないシャープな画像を撮影するために、できる 
だけ楽な姿勢で力^ラが動かないように構えてくださ 
い。次のような"3点ま持"は、を定感があってライカ 
M-E の構えかたとして最適です。まず、ち手でカメラ 
を持ち、人差し指をシ ャツ ターレリーズボタンの上に 
置き、親指でカメラの背面を押さえます。左手は、素 
早くピントが合わせられるようにレンズを下からまえ 
るか、カメラを包み込むようにそえます。さらに、額 
と煩にカメラを当ててを定させてください。縦位置に 
構えて撮影するときは、そのまま両手の位置を変えず 
にカメラを左に回して縦にしてください。 

力/ラを右に回して縦にしても構いませんが、その場 
合は親指でシヤッターを切ったほうが楽な場合もあり 
ます。 


メモ 

•便利なアクセサリーとして、ライカ M - E をしっかり 
安定させて構えることができ、片手で楽に持ち運び 
できるようにもなる、ハンドグリップの使巧をおす 
すめします（ブラック：コード番号 1448 6、スチー 
ルグレー： コード番号14490)。 

-ライカ M - E は、画像ごとに横位置撮影か縦位置撮影 
かを認識するセンサーを搭載しています。画像を転 
送したパソコンにこの機能に対応するソフトがあれ 
ば、パソコンのモニター上で縦位置撮影した画像を 
縦のまま表示できます（カメラの液晶モニターでは 
磯能しません)。 
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ブライトフレームファインダー 

ライカ M - E のブライトフレームファインダーは、明る 
くコントラストがはっきりした大型の高性能ファイン 
ダーで、画像の細部をすべて表現するだけでなく、ファ 
インダー倍率日.68倍の高い精度の距離計連動式レン 
ジファインダーに也なっています。 

ブライトフレームの大きさは、撮影距離 1 m において、 
ライカ M - E のフルフオーマットである 24 x 36 mm の撮 
慷素子寸法にほぼ対応しています。 

ブライトフレームは、フオーカシング磯構と連動して 
いるためパララックス（レンズとファインダー軸のず 
れ）はレンズのピントが合うと自動的に補正されるよ 
うになっています。ブライトフレームは、 0.7 m から 
無限までの範囲すべてで実隙に撮影される範囲とほぼ 
同等になります。 

ほぼ同等とは、撮影距離が 1 m より近距離では実隙に 
撮影される範囲はブライトフレームのフレーム内側の 
範囲より幾分狭い範囲となり、撮影距離が長くなると、 
ブライトフレームのフレーム内側の範囲より幾分広い 
範囲となります。（ち図）このように、実隙の撮影では 
ほとんど問題とならないわずかな差異が生じます。 


レンジファインダー式力/ラのブライトフレームは、 
それぞれのレンズ焦点距離の画角に応じて調節されな 
ければなりません。しかし、この画角はピント合わせ 
のときに、レンズ繰り出し量の蜜化によって、つまり 
光学系と CCD センサー面との距離によって変わって 
きます。 

無限遠より近距離の被写体にピントを合わせた場合 
(レンズを繰り出したとき）は、実隙に撮影される画角 
がかさくなり、ブライトフレーム内側の範囲全体を写 
すことができません。この現象はレンズの焦点距離が 
長くなるにしたがって、レンズの繰り出し量も大きく 
なることから顕著に現れます。 


1正確なフオーマツトは 23.9 X 35.8 mm で、これはアナログの M モデルと同 
じです。 



写真とブライトフレーム位置は焦点距離 50 mm のとき 
のもの。 


A ブライトフ レーム 
B 実隙の領域 

0.7 m に設定 センサーは、約1フレーム分小さく 
カバーします。 

1 m に設定 センサーは、ブライトフレームの内 

辺によって表示されたのとちょうど 
同じ領域をカバーします。 

無限遠に設定センサーは、か平方向に約1フレー 
ム分、垂直ち向に約4フレーム分大 
をくカバ'一します。 


43 









ブライトフレームが対応するレンズは、表示の焦点 
距離*が 28 mm (エルマリート 28 mm はシリアルナン 
バーが2411日11が降のもの）、 35 mm 、50 mm 、75 mm 、 
90 mm のものです。これらのレンズを装着すると、 
28 mm と 90 mm 、35 mm と 135 mm 、50 mm と 75 mm の 
ブライトフレームの組み合わせの中から焦点距離に巧 
応した1組が自動的にファインダーに表示されます。 
ファインダ— の中, じ、 には、ピント合わせ用の四角い測 
距枠が周巧よりも明るく表示されます。16〜 135 mm 
のレンズすべてが距離計と連動します。 

露出計が作動すると、ファインダーの下部に露出値を 
示す LED やフラッシュマークの LED が点灯します。 
ピント合わせ、露出時のファインダー表示、フラッシュ 
撮影時のファインダー表示については、46、47、55ぺ一 
ジをご覧ください。 
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35mm + 135 mm 




50 mm + 75 mm 



28mm+ 90 mm 
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ピントを合わせる 

ライカ M - E は、距離計の基線長が長いため、非常に高 
精度のピント合わせが巧能です。この点は、比較的被 
写界裸度が大きい広角レンズを使巧する場合に特にち 
効です。 


メカニカ J レ基線長 
(ファインダーの光軸と 
レンジファインダーの 
窓間の距離） 

フアインダー 

倍率 

=较力臟長 

69.25 mm 

X 0.68 倍 

=約 47.1 mm 


レンジファインダーの測距範囲は、ファインダー中む 
部分にある四角形の部分です。 

大型ファインダー窓 (1.6) を覆うと、ブライトフレーム 
とレンジファインダーフィールドしか見えません。こ 
の明るいレンジファインダーにて、二重像合致式やス 
プリットイメージ的なピント合わせが可能になります。 

二重像合致式ピント調整 

例えば、ポートレートを撮影する場合には、ファイン 
ダー測距域に被写体の目を合わせ、目の輪郭が重なる 
までレンズのフォーカシングリングを回してくださ 
い。それから、被写体の構図をミ夹定します。 


線のズレニピントが外れている 

スプリツトイメージ式ピント調整 

建築物など、垂直線を持つ被写体を撮影する場合には、 
ファインダーの測距域に垂直線を合わせ、輪郭が測距 
域の端と端とを結ぶ直線になるまでレンズのフォーカ 
シングリングを回してください。それから、被写体の 
構図を';夹定します。 


実隙には、2つちまに明らかな違いはありません。2 
つのちまを組み合わせてピントを調整すればより効果 
的でしよラ。 
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霊出を設をする 

ライカ M - E の測光ち式は、実絞りによる TTL 中央部重 
点測光です。シャッター先幕の色が明るくなっている 
領域からシリコンフォトダイオードに反射した光を測 
定します。 

集光レンズのついたシリコンフォトダイオードは本体 
下部の中央に配置されています。 

フアインダー内の表示や液晶モニターの表示を確認し 
ながら、適正露出にふさわしいシャッタースピードや 
絞りを決定することができます。 

絞り優先 AE モードを使用すると、絞りを手動でセッ 
卜すれば、カメラが自動的に適切なシャッタースピー 
ドを計算します。 

このモードでは、 LED によるデジタル表示によって、 
シャッタースピード情報がフアインダー内に表示され 
ます。（例： 1000) 

シャッタースピードと絞りをマニュアルでセットする 
場合は、3つのホい LED {►•◄) からなる露出バランスを 
用いて、露出を調整します。 

セッティングが適正であれば、中央のかい LED のみが 
点；なします。 


霊出計をオン/オフにする 

まず、カメラのメインスイッチ0.1 7) がオンになって 
いること、シャッタースピードダイアル （1.16) が 「 B 」 
にセットされていないことを確認してください。 
シャッターレリーズボタン （1.18) を最初の作動ポイン 
卜まで軽く押すと、露出計のスイッチがオンになりま 
す。 

露出計がオンになると、ファインダー内の LED 表示が 
露出モード別に次の状態になります。 

-絞り優先 AE モード: LED デジタル表示が点灯します。 
-マニュアルモード： 2つの兰角おの LED の一ちか、 
中央の丸い LED が点なします。 

シャッターをレリーズせずに指を離した場合は、露出 
計はそのまま約12秒間作動し、対応する LED も点灯 
を続けます。 

シャッタースピードダイヤルが 「 B 」 にセットされてい 
る場合は、露出計は作動しません。 


メモ 

-ファインダー内の表示が消灯した場合は、力/ラは 
「スタンバイ」モードにあります。 

-輝度が非常に低い場合(測光範囲の限界にある場合） 
は LED の点'なまで約 0.2 秒かかることがあります。 

- 絞り優先化モー ドのシャッタースピード制御範囲 
では、適正露出を得るのが不可能な場合、警告とし 
てシャッタースピード表示が点滅します。詳しくは 
「絞り 優先 AE モード」 （48 ぺージ)をご覧ください。 

-露出計の測光範囲を下回るほど輝度が低い場合、マ 
ニユアルモードでは、警告として左側の兰角形の 
LED が点滅します。また、絞り優先 AE モードでは、 
シャッタースピードが表示され続けます。適正露出 
に必要なシャッタースピードが最低;速シャッターの 
32秒を下回れば、表示は点滅に変わります。 

•露出計が自動的にオフになり、ファインダー表示が 
消灯してスタンバイモードに入っても、バッテリー 
は消費され続けます。 ライカ M - E を長期間使用しな 
し、場合やケースに収納して保管する場合は、無聞な 
バッテリー消費を抑えるだけでなく、誤って撮影さ 
れてしまうことを防ぐためにも、メインスイッチで 
ライカ M - E の電源を切ってください。 
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露出モード 

ライカ M - E では、絞り優先 AE モードと マニュアル モー 
ドの2つの露出モードを使巧することができます。被 
写体、撮影状況、あるいはお好みに選ぶことができま 
す。 

-絞り優先 AE モード：絞り値はマニュアル設定、 
シャッタースピードはカメラまかせの、才ートモー 
ドです。 

-マニュアル モード： マニュアル 操作で絞り値と 
シャッタースピードをミ央める、従来の M 型ライカ 
でお馴染みのモードです。 

絞り優先 AE モード 

シャッタースピードダイヤル （1.16) を 「 A 」 の位置に 
セットするとに0感度や測光結果、手動でセットした 
絞りに応じて、カメラの電子回路が 74000 秒〜32秒 
の範囲内で、自動的に適正なシャッタースピードを無 
段階に算出します。 

シャッタースピードは、半ステップずつの形で、カメ 
ラのファインダー内にデジタル表示されます。 

シャッタースピー ドが2秒を上回る場合、 シャッター 
をリレーズすると、ファインダー内のディスプレイに 
は残り時間がカウントされます。 

しかし、実隙にはカメラの露出計が算出するシャッ 
タースピードは、無段階に制御されており、ファイン 
ダーに表示される半ステップごとのシャッタースピー 
ドとは一致しないことがあります。例えば、シャッター 
をレリーズする前に、（近似値として）「16」がファイン 
ダーに表示されたとしても、算出されたシャッタース 
ピードはもっと遅く、レリーズ後もカウントが「19」か 
ら始まることもあります。 


極端な光の状況下で、必要とされる条件をすべて計 
算すると、シャッタースピードが露出計の測光範囲 
をオーバーすることがあります。輝度に対する適正 
なシャッタースピードが、1/4000秒を上回る、または 
32秒を下回るようなときです。このような場合には、 
74000秒または32秒のシャッタースピードが適用さ 
れ、警告としてその値が点滅します。 

AE ロック（露出メモリーロック） 

構図的な理由から、被写体のを要な部分をその中/じ、か 
ら外さなくてはならないことや、また、その部分が平 
均よりも明るかったり、暗かったりすることが数多く 
あります。しかし、ライカ M - E の TTL 測光は、平均的 
なグレースケールを基準にした、画面の中/じ、だけを測 
化するシステムです。絞り優先 AE モードで露出/モ 
リーロックを使用すれば、このような被写体や状況に 
も、簡単に対応することができます 。 AE ロックは絞 
り優先 AE モードでのみ使用できます。 


AE ロックを使って撮影する 

1. まず、力/ラを動かして、最初のケースでは被写体 
の主要な部分に、2番目のケースでは平均的な明る 
さのディテール部にピントを合わせます。 

2. 次に、シャッターレリーズボタン （1.18) を2番目の 
作動ポイントまで押して、露出を測定し、その値を 
ロックします。レリーズボタンを押しつづけるかぎ 
り、ファインダー内のシャッタースピードの数字の 
上には、メモリーロックの確認としてホい点が表示 
されます。たとえ明るさの状態が変わっても、シャッ 
タースピードは蜜要されません。 

3. シャッターレリーズボタンを押し続けたままで、力 
メラを目的とする被写体のフレームを合わせます。 

4. そして、 ホー ルドされたシャッ タースピー ドで、 
シャッターをレリーズしてください。 

測定した露出をロックしてから絞りを変更すると、 

シャッタースピードが調整されず、適正露出が得られ 

ません。 

メモリーロックは、シャッターレリーズボタンの作動 

ポイントから指を離すと解除されます。 

メモ 

AE ロ ックは、シヤッター設定が静音チャージに設定 

されているときには使用できません （27 ぺージ)。 
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霊 出補正 

露出計は、通常の被写体の明るさに相当する、平均的 
なグレースケール（反射率18%)に合わせて調整され 
ています。被写体がこの条件に合わない場合や、使用 
目的の違いや個人的な好みなどから、露出をオーバー 
側やアンダー側にずらして撮影したい場合も数多くあ 
ります。 

このようなケースが一連の撮影やフイルム全体に当て 
はまるのであれば、1コマにしか使用できない AE ロッ 
ク（露出メモリーロック）ではなく、露出補正が便利で 
す。 

露出補正では、 AE ロックとは異なり、露出補正値設 
定を解除するまで有効です。 

露出補正値は、+ 3EV の範囲で 1/3EV ステップで設定 
できます （EV は 「Exposure Value」 の略で、露出量の単位 
です)。 

霊 出を補正する 

露出補正の設定は、撮影情報メニューあるいはメイン 
設定リングを使用し、3通りのちまがあります。 


またメニューを使っての設定か、設定リングによる設 
定かを選ぶことがで寺ます。 

露出値を露出オーバー側や露出アンダー側にずらして 
撮影するときなどは、撮影情報メニューを使う方法を 
おすすめします。ファインダーをのぞきながら被写体 
を追う場合などは、メイン設定リングを使えば素早く 
露出補正できます。これにより奕発的な露出状況の変 
化に対して確実な反応が巧能になるでしょう。 

A . 撮影情報メニューで設定する 

1. 撮該情報メニュ ~ (15、31ぺージ）で [露出補正] 
(4.2.4) を選びます。 

2. サブメニューで露出補正値を設定します。 

B . メイン設をリングで設定する 

1. メインメニュー （14、31ぺ ージ） で [露出補正設を] 
(4.1.10) を選びます。 

2. サブメニューで [ダイヤル] を選びます。 

3. メイン設定リング （1.28) を回すと露出補正を設定で 
きます。時計方向に回すとプラスに、反時計ち向に 
回すとマイナスになります。 


C •シャッターレリーズボタンとメニュー設をリングで 

1. メインメニュー(14、31ぺージ）で[露出 補正 設 を] 
(4.1.10) を選びます。 

2 . サブメニューで[ダイヤルレリーズ]を選びます。 

3. シャッターレリーズボタン （1.18) を最初の作動ポイ 
ントで止め、メニュー設定リング （1.27) を回して次 
の撮影のための露出補正を設 F 定することができま 
す。 


1 シャツターレリーズボタンの巧巧ポイントについての詳細は、 26 ぺージ 
をご賈< ださい。 
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メモ 

設定した露出補正値は、自然光の測化にのみ有効です。 
自然光での露出補正はライカ M - E で、フラッシュ撮影 
時のフラッシュ光量での TTL 調お補正はフラッシュユ 
ニットで、それぞれ別々に巧ってください。 

詳しくはフラッシュについての項目 （55 ぺージ〜）を 
ご蔓ください。 


プラス補正の例 



例えば、雪や'兵辺など非常に明るい被写体の場合は、 
輝度が高いレベルにあるために、露出計は比較的速い 
シャッタースピードを選キ尺します。その結果、白い雪 
电平均的なグレーに写り、画面の人々は黒くつぶれて 
しまいます。これでは明らかに露出アンダーです。露 
出アン ダー を補正するには、シャッタースピードを遅 
くするか、絞りを開く必要があります。このようなと 
きは、例えば+11 /3 EV に補正してみてください。 


マイナス铺正の例 



光をほとんど反射しないとても暗い被写体の場合、露 
出計は非常に遅いシャッタースピードを選巧します。 
その結果、黒い自敦車もグレーに写ってしまいます。 
これでは明らかに露出才ーパ’一です。露出才ーパ’一を 
補正するには、シャッタースピードを速くする必要が 
あります。このようなときは、例えば-1に補正して 
みてください。 
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ブラケティング 

髓力的は被写体とは、少なからず強いコントラストを 
持つ被写体です（非常に明るい部分と暗い部分を同時 
に持つ被写体)。そのため、露出を合わせた部分によっ 
て、撮影結果がまったく違ってしまうことがありま 
す。このような場合には、オートブラケティングを使 
用して、露出を段階的に変えた写真を何枚か連続で撮 
影してから、その後の使用に適した最適な写真を選ぶ 
ことができます。それに加えて対応する画像処理ソフ 
トウエアを使用して、露出の違う複数の撮影画傲の中 
からコントラスト範囲が特に高い撮影画像を選択し合 
成することもできます ( HDR )。 

次のちのが利用でをます。 

- 4通りの段階露出： 0.5 EV ステップ、 1 EV ステップ、 
1.5 EV ステップ、 2 EV ステップごとのいずれかを選 
巧巧 

- 3通りの撮影枚数： 3枚、5枚、7枚のいずれかを選 
択巧 

- 2通りの撮影順序：適正露出、露出オーバー、露出 
アンダーの順番か、露出アンダー、適正露出、露出 
オーバーの順番を選キ尺可 


メモ 

-ブラケティング撮影ではすべてのオートに日設定 

(40 ページ)が確定されます。 

-最初の撮影で力^ラが自動的に算定したに日感度 
は、連続撮影時には他の撮影のすべてに適用され 
ます。つまりこのに0値は、連続撮影の間変更さ 
れることがありません。 

- [ISO オート設定]のサブメニューでの設定は機能 
しません。つまりカメラの使用可能なシャッター 
スピードの範囲が、すべての範囲で利用されます。 
•最初のシャッタースピードに応じて、ブラケティン 

グ範囲を制限することがあります。絞り値を固定し 

た場合の例 

-測定されたシャッタースピード 1/10邮 秒、5コマ 
撮影/ 2 EV ステップでのブラケティング撮影では、 
2 EV での撮影で76000秒が要求されるため、シャッ 
夕ースピードは Vwoo 秒に制限されます。 

-測定されたシャッタースピード 1/じ5 秒、5コマ 
撮影/ 2 EV ステップでのブラケティング撮影では、 
2 EV での撮影でも1/の日日秒が可能なため、シャッ 
夕ースピードは制限されません。 

-測定されたシャッタースピード1/1加0秒、7コマ 
撮影/1 EV ステップでのブラケティング撮影では、 
3 EV での撮影で78000秒が要求されるため、シャッ 
夕ースピードは VdOOO 秒に制限されます。 

-測定されたシャッタースピード1/日〇〇秒、7コマ 
撮影/1 EV ステップでのブラケティング撮影では、 
3 EV での撮影でも1/4刪秒が可能なため、シャッ 
タースピードは制限されません。 

このようなシャッタースピードの制限に関係なく、必 
ず規定の枚数が自動的に撮影されますが、利用可能な 
シヤッタースピードの範囲を越えた場合は同じ露出と 
なります。 


• 7コマ撮影を設定すると、 0.5 EV と 1 EV のステップ 
のみ利巧できます。 

-ブラケティングは、フラッシュと連動させることは 
できません。装着されたフラッシュがオンになって 
いると撮影できません。 

• この機能は、メニューでオフにされるまでオンに 
なったままです。オフにされない場合には、シャッ 
夕ーレリーズボタンを操作するたびに、ブラケティ 
ング撮影が繰り返されます。 

ブラケッティングを設定する 

1. 撮彰情報メニュ~ (15、31ぺージ）で[ブラケッティ 

ング] (4.2.5) を選びます。 

2. 必要に応じてブラケッティング機能の[オン]、[才 
フ]を設定します。 

3. メインメニュー(14、31ぺージ)で[ブラケット設定] 
(4.1.9) を選びます。 

4. サブメニューで[枚数]、[撮影順序]、[露出ステップ] 
を選びます。 

5. それぞれのサブメニユーでイ直、バリエーシヨンを選 
びます。 
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マニュアルによる霊出設を 

露出をすべてマニュアルで設定するには、シャッター 
スピードダイヤル （1.16) に刻まれたシャッタースピー 
ドのひとつあるいは、2つのシャッタースピードの中 
間にダイヤルをセットします。 

次に： 

1. 露出計のスイッチを ON にします。 

2 . シャッター スピ— ドダイヤルとレンズの絞りリング 
(1.13)、またはそのいずれか一方を、かい LED だけ 
が点'なするまで、兰角 LED が指示するち向に回して 
ください。 

露出バランスの3点 LED は、適正露出を得るために必 
要なシャッタースピードダイヤルとレンズの絞りリン 
グの回転ち向の他に、次のとおり、露出アンダー、適 
正露出、露出オーバーも表示します： 

► 1段が上露出アンダー：レンズの絞リリングを 

時計ち向に回します。 

い 1/2段露出アンダー： レンズの絞り リングを時 
計方向に回します。 

• 適正露出 

1/2段露出才ーパ'—:レンズの絞リリングを反 
時計ち向に回します。 

イ 1段が上露出オーバー：レンズの絞りリングを 
反時計ち向に回します。 


バルブ撮影旧] / T モード 

シャッタースピードダイヤルを「由にセットすると、 
シャッターレリーズボタンを押し続けている間は 
シャッターが開いた状態になり、バルブ撮影を行うこ 
とができます。露光時間は最大240秒です。 

セルフタイマー (69 ぺージ）を使ってバルブ撮影を行 
うこともできます。これを T モードといいます。 

T モードでは、シャッタースピードダイヤルを「日」に 
セットしてから、シャッターレリーズボタンを押して 
セルフタイマーを作動させると、設定した時間が経過 
した後に自動的にシャッターが開いた状態になりま 
す。シャッターは、シャッターレリーズボタンをもラ 
一度巧すまで開いた状態になります。シャッターボタ 
ンを巧し続ける必要がないので、長時間の露巧でもブ 
レを抑えて撮影することができます。 

バルブ撮影時と T モード時は、露出計は機能しません 
が、ファインダー内のディスプレイには露光経過時間 
が1秒単位でカウントされます。 


メモ 

シャツタースピー ドが2秒を上回る場合、 シャツター 
をレリーズすると、ファインダー内のディスプレイに 
は残り時間(秒数)がカウントされます。 


メモ 

•露光時間が長くなると、ノイズが目立つことがあり 
ます。 

.ライカ M - E では、このようなノイズを軽減するため 
に、遅いシャツタースピード（約 1 / 30 秒が下、その 
他の設定内容により異なります）で撮影したときは、 
撮影直後に自動的に"ブラツクピクチャー"（シャツ 
夕一を閉じた状態でノイズだけを撮影した画像）を再 
撮影し、本来の画像の上にノイズ画像を重ね、デジ 
タル処理で減算することによリノイズを除去します。 

-長時間露光では、このよラに"露光"を2度行うため、 
通常より長く時間がかかります。この機能が動作し 
ている間は、ライカ M - E の電源を切らないでくださ 
い。 

• 2秒が下の遅いシ ャツ タースピードで撮影した場合 
は、液晶モニターに「ノイズリダクション XX S (秒)」 
といラメッセージが表示されます。 
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スナップショットプロファイル使用時の露出設定 

ライカ M - E は、個別に設定-登録が可能なプロファイ 
ルとは別にスナップショットプロファイルがあらかじ 
め登録されています。スナップショットプロファイル 
では、メインメニューや撮影情報メニューが、多くの 
シーンで最適な撮影ができるようにあらかじめ初期設 
定され固定されています。したがって特別な調整に必 
要なメニュー項目とその他の特別機能は、ここでは選 
ぶことはできません （ 14ページ)。 

モードを設定する 

1. 撮影情報メニュ ー(1日、31 ぺージ）で [プロファイル 
設定] (4.2.6) を選びます。 

2 . サブメニューで [スナップショット] を選びます。 

ファインダー内の LED 表示では、適正露出になるかど 
うかや、力^ラブレが生じないかどうかを確認できま 
す。 


-中央の円の LED だけがホく点灯しているとき C •) 
は、適正露出になり、ブレも生じません。 

-中央の円の LED が赤く点灯し、ちの兰角形の LED が 
ホく点ミ威しているとき （ -*0 は、極端に明るいため 
にライカ M - E で自動設定されるシャッタースピード 
の範囲では対応できず、露出才ーバーになるおそれ 
があります。 

-絞り優先 AE モード （48 ぺージ）ではこのような表示 
のときは、ほとんどの場合、絞り値を大きくするこ 
とで適正露出が得られます。点滅している兰角おの 
LED が示す 方向 どおりに、絞りリング0.1 3) を左に 
回してください。 

-マニュアル 露出設定の場合 （52 ページ）は、状況に 
よリシャッタースピードをより早いスピードに設定 
することも可能です。 

-中央の円の LED が赤く点灯し、左の兰角形の LED が 
赤く点減しているとき （い ） は、力/ラブレが生じ 
るおそれがあります。 

-絞り優先 AE モード （48 ぺージ）ではこのような表示 
のときは、ほとんどの場合、絞り値をルさくするこ 
とでブレを抑えることができます。点滅している兰 
角おの LED が示す 方向 どおりに、絞りリング （1.13) 
をちに回してください。 

-マニュアル 露出設定の場合 （52 ページ）は、状況に 
よリシヤッタースピードをより遅いスピードに設定 
することも可能です。 


スナップシヨットプロファイルをオフにする 

スナップシヨットプロファイルがオンになっている場 

合、 SET ボタンの動作によりいつでもこれをオフにす 

ることがでをます。 

昭説 

一般に、手持ち撮影でブレないシャッタースピード 

の限界は、「1/焦点距離」砂とされています。例えば 

50 mm レンズならば、 Vm 砂となります。 

メモ 

• 特に明るい領域でもスナップシヨットプロファイル 
で撮影できるようになっていますが、暗い場所で 
の撮影ではに0感度も自動的に高めに設定されます 
(詳しくは「に0感度」、40ぺージ)。 

• スナップシヨットプロファイルでは、フラッシュユ 
ニットを使った撮影も可能です。詳しくは「フラッ 
シュを使って撮影する」 （55 ぺージ〜）をご覧くだ 
さい。 
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霊出計の測光節图 

常温常湿でに〇16日のとき、£リ0〜£リ20、つまリ^で 1.2 
秒〜巧2で Vio 加秒に相当します。 
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測光節固を上回る場合および下回る場合 

マニュアル設定中に、輝度が露出計の測光範囲を下回 
ると、警告として左側の兰角形の LED が点滅します。 
絞り優先 AE モードでは、シャッタースピードは表示 
されつづけますが、適正露出に必要なシャッタース 
ピードが、最低速の32秒を下回った場合あるいは最 
高速の1/4000秒を上回った場合は、シャッタースピー 
ド表示もまた点滅します。同様にレンズを絞り込んだ 
場合でも同じ状態になることがあります。光のレベル 
が測光範囲を下回っている場合でも、指をシャッター 
レ リーズボタンから離した後、約12秒間露出計は作 
動します。この間に、構図を変えるか、絞りを開くな 
どして、光のレベルを上昇させれば、 LED は点減を止 
めて点灯に変わります。 


フラッシュを使って撮影する 



フラッシュ調光用フオトセル 


フラッシュ撮影では、実隙の撮影の前に一瞬だけ巧を 
放つプレ発巧を行い、撮影に必要な発光量を測定しま 
す。その直後に、実隙の撮影と同時にメイン発光を巧 
います。 

フィルター使用や絞り値の変更などの撮影に影響を与 
える諸条件は、すべて自動的に考慮されます。 


対応フラッシュユニット 

次の2種類のフラッシュユニットをライカ M - E に裝 
着した場合は、本取扱説明書に記載されているフラッ 
シュ機能のすべてを使用することができます。 

• ライカ SF 58( コード番号 14488) :ガイドナンバー 
58 (105 mm 設定のとき）の自動制御式ズームリフレ 
クター (6 ビットコード付 M レンズ使用時、22ぺ一 
ジ）に加えてサブリフレクターを内蔵した、多機能 
なライカのシステムカメラ専用のフラッシュユニッ 
卜です。データや設定を自動転送する制御端子と信 
号端子が取り付け脚に一体化されるなど、大蜜使い 
やすい电のとな つてい ます。 

• ライカ SF 24 D { コード番号 14444) :コンパクトなサ 
イズとデザインがライカ M - E にマッチしています。 
SF 58と同様に、すべての端子が取り付け脚に一体 
化されており、シンプルな操作性も特徴的です。 

. システムカメラアダプテーシヨン （ SCA ) 3000の条件 
を満たすフラッシュユニットと SCA -3502/3501 ア 
ダプター1:ガイドナンバー制御による調光を行う 
ことがでをます。 


1 SCA -3502 アダプター（バージョン4な降）を使用する場合は、自巧な色合 
いで撮影するためのホワイトバランス （28 ぺージ）を自動調整の [才ート] 
に設をできます。スナップショットプロファイルでは、ホワイトバラン 
スは[才ート]に固をされます 



1.19 a 


また、標準の取り付けシューを持ったフラッシュユ 
ニットであれば、ライカ M - E に取り付けて、中央シ 
ンクロ接点（ X 接点、1.19 a ) により発光させることが 
できます。最新のサイリスタ制御式電子フラッシュユ 
ニットのご使用をお勧めします。 


2ライカ M - E の特巧機能とは互換性のないフラッシュ ユニッ トを使用する 
場合はホワイトバランスの自動調整はできません。「」に設定してくださ 
し、 （28 ぺージ)。また、スナップショットプロファイルでの使用は、ホワ 
イトバランスが[オート]に固定されてしまい、自なな色合いにはなりま 
せんので、おすすめできません。 

3レンズで設定した絞り値は、かならず手動で入力してください。 
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フラッシュユニッ トの巧付け 



ライカ M - E のホットシ:!一 （1.19) にフラッシュ ユニッ 
卜を取り付ける場合は、必ずフラッシュのベース部を 
完全に挿入し、固定機能がある場合は、それで確実に 
固定してください。これは、コントロールピンおよび 
信号ピンがある場合には特に重要になります。ベース 
部でフラッシュがぐらつくと、コンタクトが破損し、 
結果的には故障する場合があるからです。 


フフツソユモート 

ライカ SF 58 かライカ SF 24 D を使用すれば、ライカ 
M - E により、すべて自動制御されたフラッシュ撮影が 
巧能です。この自動制御機能は、絞り優先 AE モード、 
マニュアル モードと スナップシヨッ ト プロ ファイルの 
すべてで使うことができます。 

また、日中シンクロ時の発光量も、どの露出モードで 
も自動制御されます。フラッシュ光と自然光のバラン 
スをとるために、自然光の明るさに応じて発光量を最 
大で 1 2/3 EV まで自動的に減らします。 

絞り優先 AE モードでは、フラッシュ同調速度の 1/1 B 0 
秒でも露出オーバーになってしまうほど自然光が明る 
い場合は、フラッシュが発巧されません。 

その場合は、シャッタースピードが自然光に応じて自 
動設定され、ファインダー内に表示されます。 


さらに、絞り優先 AE モード 「 Aj とマニュアルモード 
では、後幕シンクロやフラッシュ同調速度の i /, ao 秒 
よりも遅いシャッタースピードでの撮影など、芸術性 
の高いテクニックを使うこともできます。これらのテ 
クニックはライカ M - E のメインメニューで設定します 
滸しくは各項目をご覧ください)。 

フラッシュユニットには、ライカ M - E で設定したに0 
感度も送信されます。に0感度とともにレンズで手動 
設定した絞り値が送信されると、フラッシュユニット 
がそれらの値に応じて発光量を自動制御します。 

に日感度をフラッシュユニットで変更することはでき 
ません。 


メモ 

フラッシュを取り付ける前には、カメラとフラッシュ 
のスイッチを必ず OFF にしておいてください。 
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メモ 

. 本ページが降で説明するフラッシュの特殊機能は、 
ライカ M-E と互換性のあるライカ SF 58 とライカ 
SF 24 D が外では設定-使用できません。 

. カメラ本体で設定した露出補正値 (49 ページ）は、 
自然光の測光にのみ有効です。自然光での露出補正 
はカメラ本体で、フラッシュ撮影時のフラッシュ光 
量での TTL 調光補正はフラッシュユニットで、それ 
ぞれ別々に行ってください。 

• フラッシュユニット（特にライカ M - E の特殊機能と 
互換性のないもの）の使用ちまやフラッシュ磯能に 
ついては、各フラッシュユニットの使用説明書をご 
覧ください。 


カメラによる発光量の自動制御 

カメラによる発光量の自動制御磯能を使うには、フ 

ラッシュユニットを装着して電源を入れ、 GNC (ガイ 

ドナンバーコントロール）モードを選んでから、カメ 

ラ本体で次の手順を行います。 

1. 撮影ごとに、まずシャッターレリーズボタンを最初 
の作動ポイントまで軽く巧し下げて露出計をオンに 
し、シャッタースピードまたは露出状況をファイン 
ダー内に表示します。シャッターレリーズボタンを 
一気に全押ししてしまうと、フラッシュ発光が必要 
な状況でも発光されません。 

2. シャッタースピードダイヤルを 「 A 」、 「ん （1/180 秒） 
のいずれかにセットします。長時間露光による特 
殊効果を使用するときは「目」にします。絞り優先 AE 
モードにすると、シャッタースピードがフラッシュ 
同調速度に自動的に設定されるか、[スローシンク 
口]での設定値に応じて自動的に設定されます（才一 
ト スローシンクロ/ 自動設定されるシャッタース 
ピードの範囲」、59ページ)。 

3. 希望の絞り値または被写体までの距離に応じた絞り 
値を設定します。 


メモ 

自動設定されたシャッタースピード（「フラッシュの特 
殊機能」、56ページ）または手動設定したシャッター 
スピードが1/180秒より早い場合は、フラッシュが発 
光されません。 

フラッシュ使用時のファインダー巧表示（ライカ M-E 
の特巧機能と互換性のあるフラッシュユニット使用時） 

ライカ M - E の特殊機能と互換性のあるフラッシュ 
ユニットを使用するときは、フラッシュマーク LED 
(2. 1 .3) がファインダー内で点灯し、フラッシュの状態 
が表示されます。この LED は、自然光を用いた測巧に 
関するそれぞれの章で説明する各表示とともに表れま 
す。 
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オートフラッシュモード時のま巧 

{フラッシュユニットを GNC モードに設定したときの表示) 
• フラッシュユニットのスイッチを入れ、充電が完了 
したにもかかわらず、 ちが 表示されない。 
カメラには1 / i 日0秒よりも速いシ ャッ タースピードが 
マニュアルでセットされている。このような場合、ラ 
イカ M - E では、フラッシュユニットのスイッチを入れ、 
充電が完了していても、フラッシュは発化しません。 

• シャッ ターをレリーズする前に、 ちが 0秒間では2 
回の割合で)ゆっくり点滅する： 

フラッシュユニットは充電中です。 

. シャッターをレリーズする前に、 ろが 点灯を続ける： 
フラッシュユニットは充電が完了しており、発光で 
きます。 

. シャッ ターをレリーズした 横にち が点なを続ける。 
残りのディスプレイは点灯していない： 

フラッシュ測光は適正でした。フラッシュユニット 
は引き続き発光可能です。 

• シャッターをレリーズした後に ち が0秒間で4回 
の割合で）早く点滅する。残りのディスプレイは点 
なしていない： 

フラッシュ測光は適正でした。フラッシュユニット 
は充電中です。 

. シャッターをレリーズした後に、 ちが 残りのディス 
プレイとともに消なした： 

露出不足です。例えば、被写体に対する絞りが小さ 
すぎます。フラッシュユニットに出カイ氏減モードが 
あれば、出力を低下することによって、フラッシュ 
LED が消なしたとしても、フラッシュユニットを使 
巧することができます。 
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フラッシュユニットを自動制御モード ( A )/ 

マニュアルモード ( M ) に設をしたときのま巧 

• フラッシュユニットのスイッチを入れ、充電が完了 
したにもかかわらず、 ちが 表示されない。 

カメラは1/,加秒よりも速いシャッタースピードが 
マニュアルでセットされている。このような場合、 
ライカ M - E では、フラッシュユニットのスイッチを 
入れ、充電が完了していても、フラッシュは発光し 
ません。 

• シャッターをレリーズする前に、 ちが 0秒間では2 
回の割合で)ゆっくり点滅する： 

フラッシュユニットは充電中です。 

. シャッターをレリーズする前に、 ちが 点なを続ける： 
フラッシュユニットは充電が完了しており、発巧で 
さます。 


オートスローシンクロ /自動設をされるシャッタース 
ピードの節图 

フラッシュ撮影ではシャッタースピードが露出に影響 
をちえることはあまりありませんが（フラッシュの巧 
光時間はシャッタースピードよりもはるかに短いた 
め)、自然光での撮影ではシャッタースピードと絞り 
値が露出に大きく影響してきます。 

フラッシュ撮影では、設定できる最速のシャッタース 
ピード、すなわちフラッシュ同調速度にシャッタース 
ピードが固定されていると、フラッシュが届かない背 
景などが全体的にをかれみなかれ露出アンダーになつ 
てしまいます。 

ライカ M - E では、絞り優先 AE モードでフラッシュ撮 
影するときに、自動設定されるシャッタースピードの 
範囲を選ぶことができます。これにより、発光量を微 
調整して思いどおりに被写体全体を撮影することがで 
きます。シャッタースピードが自爵設定される範囲は 
次の5つから選択できます。 


1. [レンズ’依巧] 

使用レンズの焦点距離に基づく数値からフラッシュ 
同調速度の1/180砂までの範囲で自動的に設定され 
ます*。シャッタースピードの下限は、 [1 /焦点足巨離] 
秒というおおまかなま則で算出されます。例えばズ 
ミクロン M f 2/50 mm ならば、シャッタースピード 
の下限は 1 /60 秒となります。 

2. [オフ (1/180)] 

フラッシュ同調速度の 1/180 秒に固定されます。フ 
ラッシュを使って動きのある被写体をできるだけ 
シャープに撮影したいときに選びます。 


6ビツトコード付き M レンスまたは6ビツトコード付きに改造した M レ 
ンズを结着した場合のみ選択できます（14、36、31ぺージ)。 


3.[.1/30 巧まで]、4[.1/8巧まで]、5[.32巧まで]これ 
らの3 つの 設定では、フラッシュ同調速度の1/180 
秒から各速度の範囲で自動的に設定されます。 

メモ 

•マニュアルモー ドでは、 シャッタースピー ドをフ 
ラッシュ 同調速度の1/, 80 秒が下にも設定できます。 

• スナップシヨットプロファイル（14、53ぺージ）で 
は、6ビットコード付き M レンズまたは6ビットコー 
ド付きに改造した M レンズ （22 ページ）を装着した 
場合の同調スピードは、レンズに応じて変化し、6 
ビットコード付きではないレンズを装着した場合は 
フラッシュ同調速度の Vl80 秒に固定されます。 

オー トスローシンクロを設をする 

1. メイン メニュ ー(14、31ぺージ）で[スローシンクロ] 
(4.1.17) を選びます。 

2. サブメニューで設定内容を選びます。 
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フラッシュ発光のタイミング 

フラッシュ撮影時の光源は、自然光とフラッシュ巧の 
2つです。フラッシュ光はわずか一瞬化るだけなので、 
フラッシュ光だけに照らされたを要被写体や、まにフ 
ラッシュ光に照らされた部分は、ピントさえ合ってい 
ればブレることなく常にきわめてシャープに撮影でき 
ます。自然巧に照らされている部分や、自らが巧を発 
している背景などの部分は、同じ写真の中でもシャー 
プさが異なって写ります。 

これらの部分がどの程度ブレて写るかは、次の2つの 
要素によってみまります。 

1. シャッタースピード、すなわち撮像素子がこれらの 
部分を光として受け止める時間 

2. 撮影中に被写体が動く速さや、力/ラ自体が載]く速さ 

シャッタースピードが遅いほど、または被写体の動き 
が速いほど、多重露光したかのように被写体とこれら 
の部分のシヤープさが大きく異なって写ります。 



露光の始め、すなわち先幕が開き切った直後にフラッ 
シコが発光する通常のフラッシュ撮影では、このよう 
な被写体プレのために写真が不自然になることがあり 
ます。左上の写真では、オートバイの前方にヘッドラ 
イトの光が流れるように写っています。 

ライカ M - E では、通常の先幕シンクロと、露光の終わ 
り、すなわち後幕が閉じる直前に発光する後幕シンク 


口を選択できます。後幕シンクロを使えば、被写体の 


動きの最後の瞬間をシャープに写し出すことができま 
す。 P 60 ち上の写真では、後幕シンクロにより、動き 
が自然でダイナミックに写っています。 



先幕シンクロと後幕シンクロの選巧は、ライカ M - E で 
の設定やフラッシュでの設定、露出モード、フラッシュ 
モードにかかわらず行ラことがでをます。どのよラな 
設定やモードでも、上の写真のような特殊な効果が得 
られます。 


メモ 

スナップシヨットプロフアイル（14、53ぺージ）では、 
[先幕]に固定されます。 

フラッシュ発光のタイミングを設定する 

1. メインメニュー(14、31ぺージ）で[フラッシュ同調] 
(4.1.16) を選びます。 

2. サブメニューで[先幕]、[後幕]から発光のタイミン 
グを選びます。 
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その他の機能 

ユーザー設を（プロファイル登録） 

メインメニュー項目や撮影情報メニュー項目の設定を 
組み合わせて、[プロファイル]に登録しておくことが 
できます。同じ状況で、あるいは同じ被写体を、同じ 
設定で素早く簡単に撮影したいときなどに便利です。 
登録できる[プロファイル]は4つです。この4つのプ 
ロファイルの名称は10析になっています。初期設定 
では、最初のフォルダが Profile し*、次のフォルダ 
が Profil_2_* などとなっています。しかしこれらの 
初期設定での名称は蜜要することが巧能です。例えば 
使巧分野ごとに名称を設定すると、よりわかりやすく、 
すばやく呼び出すことができます。 

その他にも、力^ラ任せで簡単に、スナップショット 
プロファイルを使用することも巧能です（14、53ペー 
ジ)。 


•アンダーバー「_」はここではスぺースのために使われ、液晶モニターでは 
空白スペースになります。 


設を内容を組み合わせてプロファイルに登録する 

1. メインメニューや撮影情報メニューで、登録したい 
項目の設定を行います。 

2. メインメニュー(14、31ぺージ）で[ユーザー設を] 
(4.1.2) を選びます。 

3. サブメニューで[プロファイル1からプロファイル4] 

の中から一つを選択します。 

. プロファイル名が表示されます。最初の位置は、 
作業のために既に決定されています。最初は1番 
最初の文字が変更可能な状態となっています。 

4. 十字キー（1.28)の上下を押し、もしくはメイン設定 
リング （1.27) で文字を変更します。そして十字キー 
の左ちを押して位置を移動します。 

•文字では大文字の A から Z まで、小文字の a か 
ら Z まで、数字の□から9までが使用できます。 
それらは順番にエンドレスで並んでいます。 

5. SET ボタン （1.20) を押して設定を登録します。 

登録したプロファイルを呼び出す 

1. 撮影情報メニュー（15、31ぺージ)で[プロファイル] 
(4.2.6) を選びます。 

2. サブメニューで呼び出したい[プロファイル]を選び 
ます。 


メモ 

•呼び出した[プロファイル]の設定を変更すると、そ 
の[プロファイル]は無効となり、呼び出せなくなり 
ます。 

• スナップシヨットプロファイルがオンになっている 
場合、 SET ボタン （1.20) の動作によりいつでもこれ 
をオフにすることができます。 

設定リセット 

メインメニューと撮影情報メニューの設定すべてを一 

度にリセットし、お買い上げ時の状態に房します。 

設定をリセットする 

1. /インメニュー(14、31ぺージ）で[設定リセット] 
(4.1.20) を選びます。 

2. SET ボタン （1.20) を押してサブメニューを表示しま 
す。 

3. 十字キ ー（1.29) のち/左のキーで設定内容を選びま 
す。 

4. SET ボタンを押して実行します。 

メモ 

[ユーザー設を](4.1.2、本ページ）で登録した各[プロ 

ファイル]の設定もすベてリセットされます。 
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再生モード 

撮影した画像を液晶 モニター （1.30) で再生することが 
できます（「撮影モード/再をモードを選ぶ」、25ペー 
ジ)。オートレビューモードを選ぶと、撮影直後に画 
像を自動的に数秒間表示できます。 PLAY モードを選 
ぶと、いつでも時間の制限なく画像を再生できます。 
再生モードでは、さまざまな表示機能を選択できます。 
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メモ 


再生磯能はいつも、使用されるメモリーカードの中 
のアクティブなフオルダにアクセスします。他の 
フオルダに収納された画像を見たいときには、該当 
するフォルダをアクテイブにしてください （68 ペー 


ジ)。 

メモリーカードに画像が何も記録されていない場合 


に PLAY ボタンを押すと、 


フオルダー LEICA 


に再を可能な画像がありません 


といラメッセージが 


液晶モニターに表示されます。 

PLAY ボタンは、押す前の液晶モニターの表示によ 
り、押した後に切り換わる表示が異なります。 



巧す前の表示 

巧したをの表示 

a. 

全体表示 

撮影 モード、 液晶 モニター 
に表示はなし 

b. 

拡大表示/縮小画像の複 
数表示 (63 ページの次項 
の B. をご覧くだ古い 

全体表示 

c. 

拡大表示と INF □ボタンに 
よる撮影情報表示 
(12、63ぺージ） 

全体表示と INF □ボタンに 
よる撮影情報表示 

d. 

メインメニューまたは撮 
影情報メニュー画面 (14 
ぺージ） /DELETE ボタン 
または PROTECT ボタンを 
巧して設定中の画面(65、 

66ページ） 

最後に表示されていた画 
像の全体表示 


•ライカ M-E は DCF (Design Rule for Camera File System ) 
に対応しています。 

• ライカ M - E では、 DCF 対応の機種で撮影した画像の 
み再生できます。 











再をモードの表示機能 


A . 表示画像の切り換え/画像の送りと戻し 

撮影した画像を切り換えて表示することができます。 
十字キー (1.28) の左のキーを押すと小さい番号の画像 
に、ちのキーを巧すと大きい番号の画像に切り換わり 
ます。キーを約2砂間押し続けると、画像を早送り/ 
早戻しできます。最大番号の画像の次は最小番号の画 
慷に戻り、最小番号の画像のかは最大番号の画像に戻 
るので、どちらの番号のち向に切り換えてもすべての 
画像が表示されます。 

-液晶モニターに表示される画像番号とフォルダ番号 
も、画像の切り換えに応じて変わります。 



B . 拡大ま巧と表示位置の移動/縮小画像の複数表示 

画像を拡大したり、拡大表示する位置を自由に移動さ 
せたりすることができます。また、最大9枚の画像を 
縮小して同時に表示することもできます。拡大表示は 
画慷を入念にチェックしたいときなどに、複数表示は 
たくさんの画慷を一實したり、探している画像を素早 
く見つけたりしたいときに便利です。 

メモ 

.拡大率が高くなるほど、表示画素数が少なくなるた 
めに画像が粗くなります。 

-捉;大表示時は、十字キーで画像を切り換えることは 
できません。十字キーは表示位置を移爵するために 
使います。拡大表示時の画像の切り換えかたについ 
ては、次のページの最初のメモをご覧ください。 

メイン設定リング （1.27) を右（時計ち向）に回すと、画 
慷の中央部が拡大表ちされます。ちに回すほど拡大率 
が大きくなり、表示範囲がかさくなります。最大で1:1、 
すなわち液晶モニターの1画素が表示されている画像 
の 1 画素を表示するまで拡大できます。 

十字キー （1.28) を使うと、表示位置を移動させること 
ができます。表示したい位置と同じ方向のキーを押し 
て移動させてください。 


現在の表示の倍率と位置も、液晶モニターの右下に 
表示される枠内の四角お（3.2.5、 3.3.7 j ) で確認でき 
ます。 
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メモ 

PLAY ボタン (1.24) を押しながら十をキーの右/左の 
キーを押すと、あ大表示されている画像から他の画像 
に切り換えることができます。切り換わった画像も前 
の画像と同じ拡大率で拡大表示されます。 


画慷が全体表ちされているときにメイン設定リングを 
左（反時計ち向）に回すと、液晶モニターに画像が4枚 
同時に縮小表示されます。さらに左に回すと、9枚同 
時に縮小表示されます。 

-液晶モニター (1.30) に同時に縮小表示される枚数は 
最大9枚です。この中には複数表示の前に全体表示 
されていた画像が含まれ、赤い枠でハイライト表示 
されます。 

全体表示に切り換えるには、十きキーでホい枠を移動 
させて全体表示したい画像をハイライト表示してか 
ら、メイン設定リングをちに回します。 


メモ 

9枚表示時にメイン設定リングをさらに左に回すと、 
9枚全体が赤い枠でハイライト表示され、9枚セット 
で画像表示の送り/戻しができます。 
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画像を削除する 

1. DELETE ボタン （1.23) を押します。 

-液晶 モニター (1.30) にサブ メニューが 表示され 
ます。 


メモ 

- DELETE ボタンをもう一度押すと、いつでも削除操 
作を中止できます。 

• 削隙操作中は MENU ボタン（1.26)、 INF □ボタン 
(1.21)、消去プロテクト機能は機能しません。 


2. みの2つから削除方法を選びます。 

- ■麗— ■■国 :1 枚ずつ削除します。 

• ■里— :すべての画慷を削隙します。 

3. な降の操作は、「メニュー設定」 （31 ぺージ）での説 
明と同様に、メニュー項目に従って シャッ タース 
ピードダイヤル（1.29)、十字キー（1.28)、 SET ボタ 
ン （1.20) を使って行ってください。 

メモ 

表示されている画像がプロテクトされている （66 ペー 
ジ)場合は、削除を選択することはできません。 
全画像削隙を選がした隙は、誤って削除してしまうの 
を防ぐために、カード全体の画像を削除してもよいか 
を確認するサブメニユーが表示されます。 


C . 画像削除 

液晶モニターで再生されている画像を削除することが 
できます。画慷を別の記録/ディアに保ちした後や画 
慷が不要になった場合、あるいは/モリーカードの空 
き容量を増やしたいときなどに便利です。 

1枚ずつ削除するだけでなく、すべての画像を一度に 
削除することもできます。 

メモ 

-再生モードで全体表示または複数表示しているとき 
のみ、画慷を削除できます。ただし、9枚表示時に 
9枚すべてがホい枠でハイライト表示されている場 
合 (63 ページ)は削除で重ません。 

. プロテクトされている画像を削除するには、プロテ 
クトを解除してください（「みのページの 「 D . 画慷プ 
ロテクト/プロテクト辭除」をご覧ください)。 

重要 

一度削除した画慷は元に戻せません。 
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画像削除をの液晶モニターのま巧 
1枚削除後 

削隙した画像の前の番号の画像が表示されます。 
メモリーカードに画像が何も記録されていない場合 

は、 M ■化 JChWiiSL モ就,での 

というメッセージが表示されます。 

全画像削除後 


フォルダ- LEICA に再生巧能な画像がありませ I 


Gj というメッセージが表示されます。 

プロテクトされている画慷があるときは、最小番号の 
画慷が表示されます。 

メモ 

画像を削除すると、画慷番号/総画像数（3.2.4/3.3.6) 
に表示される残りの画像の番号が変更されます。例え 
ば、3番の画像を削除すると、4番だった画像が3番 
になり、5番だった画像が4番になります。メモリー 
力ードのフオルダ （3.3.7 i ) 内のファイル番号 （ INF □ボ 
タンで表示されるその他の撮影情報内の表示、12ペー 
ジ)は変更されません。 

D . 画像プロテクト/プロテクト昭除 

メモリーカードに記録されている画像を誤って削除す 
ることがないようにプロテクト（保護）することができ 
ます。プロテクトはいつでも解除できます。 


メモ 

-再生モードで全体表示または複数表示しているとき 
のみ、画像をプロテクト/プロテクト解除すること 
ができます。ただし、9枚表示時に9枚すべてがホ 
い枠でハイライト表示されている塌合 （63 ぺージ） 
はプロテクト/プロテクト解除できません。 

-プロテクトされている画像と画像削腺の関係につい 
ては、 「 C . 画像削除」をご覧ください。 

• プロテクトされている画像を削除するには、本ぺ一 
ジの手順に従ってプロテクトを解除してください。 

• ライカ M - E で巧ったプロテクトは、ライカ M - E での 
み有効です。 

-/モリーカードを初期化すると、プロテクトされて 
いる画慷も消去されます（「/モリーカードの初期 
化」、69ページ)。 

-/モリーカードにも、画慷を誤って削除することが 
ないようにプロテクト機能が装備されています。メ 
モリーカードで画像をプロテクトするには、書き込 
み防止スイッチを 「 LOCK 」 のち向にスライドさせて 
ください (21 ぺージ)。 

画像をプロテクトする/プロテクトをが除する 

1. SET ボタン （1.20) を押します。 

-液晶 モニター (1.30) にサブメ ニ:!一 が表示されます。 



メモ 

- PLAY ボタン （1.24) を押して通常の再生モードに戻 
す、あるいはシャッターレリーズボタン (1.18) を押 
して撮影モードに切り換えることでいつでも次のい 
ずれかのちまで画像プロテクト/プロテクト解除の 
操作を中止することができます。 

• 画像プロテクト/プロテクト解除の操作中は MENU 
ボタン（1.26)、 DELETE ボタン（1.23)、 INF □ボタン 
(1.21) を巧しても機能しません。 


が降の操作は、「メニュー設定」 （31 ページ）での説明 
と同様に、メニュー項目に従ってシャッタースピード 
ダイヤル（1.28)、十字キー（1.27)、 SET ボタン （1.20) を 
使って行ってください。 
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2 .次の 4 つから画像プロテクト/プロテクト解除の方 
まを選びます。 


ます。 


プロテクト 


クトします。 


mwm : 1 枚ずつプロテクトし 
[綱剖 :すべての画像をプロテ 


•ム HaaMiM ■■ら — :1枚ずつプロテク 
卜を解除します。 


プロテクト解除 


すべての画像のプ 


ロテクトを解除します。 


メモ 

次の操作は行えません（メニュー項目が白黒反転で表 
示され、選択できません)。 

-プロテクトされている画像のプロテクト、およびすベ 
ての画像がプロテクトされている場合のプロテクト 
-プロテクトされていない画慷のプロテクト解除、お 
よびプロテクトされている画像がない場合のプロテ 
クト解除 


画像プロテクト/プロテクト昭除後の液晶モニターの 
ま示 

メニューを終了すると、設定前の画像表示に戻ります。 
プロテクトされた画像には Qrr (3.2.1/3.3.3) が表示さ 
れます。 


メモ 

すでにプロテクトされている画像を再生しても [he 
が表示されます。 
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その他の機能 
フォルダ管理 

カード内の画像データは、自動生成されたフォルダ 
に収納されます。フォルダ名は原則として8巧 （3 つ 
の数字と5つの文を）で構成されます。初期設定で 
は、最初のフォルダが 100 LE に A 、 第2のフォルダが 
TOTLE に A などとなっています。 

それにより、力/ラは最大で999のフォルダを設定で 
きることになります。この番号設定はいつでもリセツ 
卜することができます。 

その他にライカ M - E では、次の方法により新しいフォ 
ルダを設定し、その名前を確定することができます。 
-フォルダ番号をリセツトする 
-フォルダを新たに作る/名称を自分で確定する 

フォルダ番号をリセツトする 

メモ 

この機能は画像データも空のフォルダも入っていない 
メモリーカードで巧能です。つまりまだ使われていな 
い新しいカード、もしくは予め初期化された力ードで 
可能ということです （70 ページ)。 

1. メインメニュ ー (14、31ぺージ）で[フォルダ操作] 

(4.1.13) を選びます。 

2. サブメニューで[番号リセツト]を選びます。 
これによリカメラ内部のフォルダの番号付けはリ 
セツトされ新たなフォルダを設定するといつも最も 
若い、まだ使われていない番号が使用されます。 


メモ 

この結果、ときには1つないし複数の番号が使われな 
いことがあります。例えばカメラが最後に102といラ 
番号を設定しており、そこに最も大きなフォルダ番号 
として105を使っているカードがカメラに装着される 
と、次に設定される新しいフォルダの番号は106から 
といラことになります。 

フォルダを選択する 

再生磯能（25、のページ）は必ず、そのとき使用され 
ている力ードでアクティブなフォルダにアクセスしま 
す。他のフォルダに収納された画像を見たいとき、も 
しくは外部の記録媒体に画慷を転送したいときは、該 
当するフォルダをアクティブにしてください。 
それには、 

1. メインメニユ ー (14、31ぺージ）で[フォルダ操作] 

(4.1.13) を選びます。 

2. サブメニューで[フォルダ選択]を選びます。 

• 液晶モニター （1.31) にを在するすべてのフォルダ 
が記載されたリストが表示されます。そのカード 
に大量のデータがを在する場合、この表示が巧わ 
れるまで少し時間がかかります。表示が行われる 
のを待つ間、 br , ■化 B 幽おがれ gr 几:]！お 
【♦術な ♦ Ai — 六いうメッセージが一時的に 
をルされます。 

3. リストの中から特定のフオルダを選びます。 


フォルダを新規作成する/を巧を自分で確をする 

ライカ M - E はが下の方まで/モリーカードに新しいフォ 
ルダを新規作成して、名前を付けることが巧能です。 

1. メインメニュ ー (14、31ぺージ）で[フォルダ操作] 

(4.1.13) を選びます。 

2 . サブメニューで[新規作成]を選びます。 

• フォルダ名が表示されます（最初はいつも 「 LE に A 」 
です)。5つので字の最初の文字が、変更可能な 
状態で表ちされています。 

メモ 

フォルダ名には、まだ使われていない最も若い番号が 
与えられるようになっています。 

3. 十字キー （1.28) の上下を押し、もしくはメイン設定 
リング （1.2 乃で最初の文字を蜜要します。そして十 
字キーの左ちを押して位置を次ので字へ移動します。 
文きでは大文字の A から Z まで、小文字の a から Z 
まで、数字の0から9までが使用できます。それら 
は順番にエンドレスで並んでいます。 
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メモリーカードの初期化 

通常は使巧中のメモリーカードを初期化する必要はあ 
りませんが、初期化されていない/モリーカードを初 
めて使うときには、初期化が必要になります。その場 
合は、[フォーマット]というサブメニューが自動的に 
ま/」、されます。 

ライカ M - E では、 メモリーカー ドを フォーマッ トするた 
めの初期化と、力ードの誤用や溫用防止などの目的から、 
力ードにある全データを完全に(上書きにより）削除する 
ことが可能な上書きを選キ尺することがでをます。 

メモ 

-単純な初期化では、カードに保をされていたデータ 
は完全には削除されません。削除されるのはイン 
デックスだけです。そこにあったファイルにはもう 
直接アクセスすることができませんが、ある種のソ 
フトウェアを使用することで、そのデータへのアク 
セスが再度可能になります。 

新しいデータを上書きされてしまったデータだけが 
事実上の完全な削除となります。 

しかし大切なデータはすべて、パソコンのハード 
ディスクなど、確実に保をできる大容量記憶装置に 
できるだけ早めに取り込むようにしてください。 

-ご使用のメモリカードによっては初期化に2分程度 
要する場合もあります。 


メモリーカードを初期化する 

1. メインメニユ ー (14、31ぺージ）で[フォーマット] 
(ん 1 . 2 ^を選びます。 

2. サブメニューで[はい]、[いいえ]、[物理消去]を選 
びます。 

3. 物理消去を選択した場合は、続いてサブメニューで 
確定する必要があります。これは、誤った操作を防 
止するための手続きです。 

メモ 

-初期化中はライカ M - E の電源を切らないでください。 

.パソコンなどの他の機器で初期化したメモリーカー 
ドは、ライカ M - E で初期化し直してください。 

-初期化できない場合は、お買い上げの販売店または 
ライカカスタマーケア （87 ぺージ）までお問い合わ 
せください。 

•初期化すると、プロテクトされている画像（前項も 
ご黃ください)も削除されます。 

-カードの容量、書き込み/読み出し速度に応じて、 
上書きに最長60分ほどの時間が必要になります。 
そのため事前にバッテリーの充電状態 （1 8ぺージ） 
を確認し、作業に十分かどうかを検討してくださ 
し、。上書き中にバッテリー容量が限界に達した場合 
には、それを警告するメッセージが液晶モニターに 
表示されます （18 ぺージ)。 


セルフタイマー撮影 

セルフタイマーを2秒または12秒に設定して撮影す 
ることができます。2秒に設定すれば、シャッターレ 
リーズボタンを押すときの手プレで写真が不鮮明にな 
るのを防ぐことができます。12秒に設定すれば、グルー 
プ撮影時に自分も一緒に写ることができます。セルフ 
タイマーを使って撮影するときは、兰脚の使用をおす 
すめします。 

セルフタイマーを使って撮影する 

1. /インスイッチ （1.17) を「む」にします。 

2. メインメニユー（14、31ぺージ）で[セルフタイマー] 
(5.1.3) を選び、サブメニューで設定時間を選びます。 

3. サブメニューでシャッターが切られるまでの時間な 
いし [オフ] を選びます。 

4. シャッターレリーズボタン （1.18) を最初の作動ポイ 
ントまで巧し込み （26 ページ)、セルフタイマーを 
作爵させます。 

• 12秒に設定したときは、正面のセルフタイマー 
し ED (1.7) がカウントダウンを表示します。最初の 
10砂間は点滅し、その後点灯に変わります。液 
晶モニターでもカウントダウンを確認できます。 

セルフタイマー作動中に S ロボタン （1.20) を押すと、 
セルフタイマーが止まります。シャッターレリーズボタ 
ンに触ると、セルフタイマーがもう一度作動し始めます。 

重要 

セルフタイマー撮影時の露出は、 シャッ ターレリーズ 
ボタンを最初の作動ポイントまで押し込んだときでは 
なく、撮影直前に決定されます。 
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カードリーダーと接続して画像を取り込む 

ライカ M モノクロームでは、市販されている SD/SDHC 
巧応力ードリーダーを接続して、メモリーカードに保 
存した画像データをコンピュータに取り込むことがで 
きます。このよラなカードリーダーがコンピュータに 
内蔵されていることもあります。 USB ポートを装備し 
たコンピュータならば、 USB 接続タイプの力ードリー 
ダーを使用できます。 

PCMCIA スロットを装備したコンピュータならば（ノー 
卜型コン ピュータ には標準的に装備されています)、 
PCMCIA アダプターを使って画イ象を取り込むこともで 
きます。これらのコンピュータ周辺機器についての詳 
細は、周辺機器の販売店までお問い合わせください。 


メモリーカード内のフオルダ構造 

メモリーカードに記録された画像データをコンピュー 
夕に取り込むと、次の図のようなフォルダ構造になり 
ます。 



メモ 

ライカ M モノクロームは、画像ごとに横位置撮影か 
縦位置撮影かを認識するセンサーを搭載しています。 
画像を転送したコンピュータにこの機能に対応するソ 
フトがあれば、コンピュータのモニター上で縦位置撮 
影した画像を縦のまま表示できます（カメラの液晶モ 
ニターでは磯能しません)。 


フオルダ名は「1 OOLE に A 」、 「101 LE に A 」 などと表されま 
す。1つのフォルダには最大9999枚の画徹が保をさ 
れます。 


DNG ( RAW ) データ 

DNG (デジタル-ネガティブ）は、画質の劣化が少ない 
RAW ファイル形式の標準 フォーマツ トです。 DNG 形 
式で保ちした画慷データを、高画質画像に変換するた 
めに Adobe ⑩ Photoshop ⑩ Lightroom 麼 などの RAW 現慷 
ソフトウエアが必要になります。 

Adobe ⑩ Photoshop ⑥ Lightroom ⑥を使うと、デジタル画像 
のカラー処理に最適なアルゴリズムにより、ノイズを 
最低限に抑えた高精彩画像に仕上げることができま 
す。また、ホワイトバランスやシャープネスの調整、 
ノイズ除去、階調補正などの画像処理を行い、最高水 
準の画質にすることができます。 

Adobe ⑥ Photoshop ⑩ Lightroom ⑩ は、ライカ M-E を Leica 
Camera AG のホームぺージに登録すると無償でダウン 
口ードすることができます。 
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ファームウェアをアップデートする 

ライカは、製品の機能の向上や不具合の改善に継続的 
に取り組んでいます。デジタルカ/ラでは多くの機能 
が電子的に制御されており、お買い上げ後でも機能を 
追加したり不具合を改善したりできることがありま 
す。 

磯能を追加したり不具合を改善したりするには、ライ 
力 M - E のファームウェアをアップデートします。ライ 
力のホームぺージでは、最新のファームウェアを随時 
提供しています。最新のファームウェアをダウンロー 
ドして、 ライカ M - E のファームウェアをアップデート 
してください。ファームウェアのアップデートは、次 
の手順で簡単に行えます。 


1. ライカ M - E でメモリーカードを初期化します。 

2. ライカ M - E の電源を切り、メモリーカードを取り出 
して、コンピュータのメモリーカードスロットに入 
れます。コンピュータにメモリーカードスロットが 
装備されていない場合は、カードリーダーを使って 
ください。 

3. ライカホームページの「ライカ M - E 」 ページ内のち側 
にある「アップデート」をクリックして、ファーム 
ウェアをコンピュータにダウンロー ドします。 

4■.アップデートフアイル 「 M - E - X _ xxx . upd 」 をメモリー 
力ー ドのルー ト ディレクトリ (ファイル構造の最上 
層）にコピーします。「 XX 」にはファームウエアのバー 
ジョン番号が表示されます。 


5. メモリーカードをカードスロットまたはカードリー 
ダーからおき、カメラのメモリーカードスロットに 
入れて底蓋を閉じ、メインスイッチでカメラの電源 
を入れます。 

6. 液晶モニターにパージョンアップ確認のメッセージ 
が表示されます。「はい」を選択します。 

アップデートはおよそ3分で完了します。完了後、メ 
インスイッチでカメラの電源を入れ直すようメッセー 
ジが表示されます。 

7. カメラの電源を入れ直します。 

メモ 

バッテリー残量が十分でない場合は、警告メッセージ 
が表示されます。 
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その他 

システムアクセサリー 
交換レンズ 

ライカ M 型は、シャッターチャンスを逃さない素早 
い撮影や、被写体にカメラを過度に意識させない撮 
影に理想的なシステムです。交換式の M レンズには、 
焦点距離が16〜13日 mm 、 關放 F 値が最大で F 0.9 日と、 
幅広いラインアップがそろつています。 

フィルター 

現行の M レンズは標準的なフィルターねじを備えて 
おり、 UVa フィルターとライカ•ユ ニバー サル偏光フィ 
ルターを取り付けることができます。 

メモ 

LE に A M 8 および M 8. 2専巧のライカ UV/IR フィ ルター 
は、 広角レンズで撮影したときに画傲の周辺部に色被 
りが発生することからライカ M - E では使用できませ 
ん y 。 


ユニバーサル広角ビューファインダ ーM 

焦点距離が1 6 mm 、18 mm 、21 mm 、24 mm 、28 mm の超 
広角レンズを装着したときに、ライカ M - E のファイン 
ダーと同様に各レンズ用のブライトフレームを表示す 
る外部ビューファインダーです。ライカ M - E を含むデ 
ジタル磯とアナログ機のどの M カメラでも使用でき 
るので、非常に便利です。 

パララックス補正機能と、カメラを水平に保つための 
準器を装備しています。コード番号12011 

ライカビューファインダー M21 口 4/28mm 

ライカビューファインダ ー M 21/24/28 mm は、すべて 
の M カメラで使用でき、調整可能な光学系により焦 
点距離が 21 mm 、24 mm 、28 mm の一般的な広角レンズ 
でフレーミングすることができます。ライカ M シリー 
ズカ^ラのファインダーに匹敵する高いレベルの光学 
性能を持ち、 15 mm のアイレリーフにより眼鏡着用者 
にも最適なファインダーです。扼大率が非常に高いた 
め、細部にまではっきりと認識することができます。 
(コード番号12013)。 


ライカビューファインダー M 

21 mm および 24 mm のレンズ用には、それぞれの焦点 
距離に応じたライカビューファインダー M が使巧で 
きます。これらは、非常にコンパクトなデザインと明 
るいファインダー像が特徴的で、構図の決定には 、 M 
カメラのファインダー同様にブライトフレームが役立 
ちます （18 mm 用ブラック：コード番号12 022、シル 
バー：コード番号12 023 /21 mm 用ブラック：コード 
番号12024、シルバー：コード番号12025 /24 mm 用 
ブラック： コー ド番号12026、シルバー: コー ド番号 
12027 )0 

ビューファインダー*マダニファイアー MU5 倍倍 

ライカの 1.25 倍または 1.4 倍ファインダー•マグ ニ ファ 
イアー使巧すれば、 35 mm 於上のレンズを使用する隙 
に、構図の';夹定が驚くほど簡単になります。すべての 
M 型カメラに使用することができます。ファインダー 
画徹の中央の部分が、次のように拡大されます。ファ 
インタ'—倍率が 0.68 倍 X 1.25 二 0.85 倍、または 0.68 
倍 X 1 .4 — 0.95 倍[しなります。 

紛失防止のためにフック付きの真端チェーンが付いて 
おり、キヤリングストラップ取り付け部につないでお 
くことができます。 

また、ループ付きのレザーケースも付属しています。 
ケースに収納してループにキヤリングストラップを通 
しておけば、キズやミちれから保護できるだけでなく、 
必要なときに素早く取り出すことができます。 

1.25 倍：コード番号12004 
1.4 倍：コード番号12006 
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フラッシュユニット 

ライカ SF 58 ( コード番号 14488) は、ガイドナンバー 
58 (105 mm 設定のとき）の自動制御式ズームリフレク 
夕 一（6 ビットコード付 M レンズ使用時、22ぺージ） 
に加えてサブリフレクターを内蔵した、を機能なライ 
力のシステムカ/ラ専巧のフラッシュユニットです。 
データや設定を自動転送する制御端テと信号端子が取 
り付け脚に一体化されるなど、大蜜使いやすいものと 
なっています。 

ライカ SF 24 D (コード番号 14444) は、コンパクトなサ 
イズとデザインがライカ M - E にマッチしています 。 SF 
58と同様に、すべての端子が取り付け脚に一体化さ 
れており、シンプルな操作性も特徴的です。 

M ンドグリップ M(M-E 用） 

ライカ M - E をしっかりを定させて構えることができる 
だけでなく、片手で楽に持ち運びできるよラにもなる、 
実用的なアクセサリーです。底蓋を取り外して装着し 
ます。 

ブラック：コード番号14486 
スチールグレー:コード番号14490 


視度補正レンズ 

ファインダーに視度が良く合うよラにオプションとし 
て補正レンズが用意されています。視度は次のものが 
あります。 

± 0.5/1/1. 5/2/3ディオプター 

ケース 

ライカ M - E 専用のケースには、装着したレンズの長さ 
に合わせてショートノーズとロングノーズの2種類か 
ら選べるネオプレーンケース、レザー製のクラシック 
な速写ケース、上部を取り外した状態の速写ケースに 
似たカメラプロテクターがあります。力/ラプロテク 
ターを使えば、撮影時でもライカ M - E をしっかり保護 
することができます。 

ネオプレーンケース M 

ショートノーズ：コード番号14867 

ロングノーズ：コード番号14868 

速写ケース M ( M 8 & M 8.2 & M - E 用）：コード番号14872 

カメラプロテクター M :コード番号14869 


スペア用アクセサリー コード番号 

カメラボディキャップ . 14195 

キャリングストラップ . 14312 

充電式リチウムイオンバッテリー . 14464 

コンパクトチャージャー 

(ヨーロッ/が t 様およびアメリカ仕様の 

各電源アダプターと力ーアダプター付き） . 14470 


また、撮影ツールー式をすべて収納して持ち運べる、 
防水性のクラシックなビリンガムコンビネーシヨン 
バッグもあります。カメラ2台とレンズ2本、または 
カメラ1台とレンズ3本を収納できます。ハンドグ 
リップ M ( M - E 用）を装着したカメラや大型レンズも収 
納できます。 SF 24 D フラッシュユニットなどのアクセ 
サリーを収納できる、マジックテープ式のポケットも 
付いています。 

ブラック：コード番号14854 
力ーキ：コード番号1485己 
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使用上のご注意とお手入れ —飯的なごま意 

-強い磁気、静電気、電磁波を発生する機器（電磁調 
理器、電子レンジ、テレビ、パソコンのモニター、ゲー 
ム機、携帯電話、無線機など）の近くで使用しない 
でください。 

-テレビの上や近くで使用すると、磁気により画像 
データの言己録が影響を受けることがあります。 

-携帯電話の近くで使用すると、磁気により画像デー 
夕の記録が影響を受けることがあります。 

. スピー カーや大型モニターなどの強い磁気により、 
保をした画慷データが破損することがあります。 

-ラジオ放送施設や高圧電線の近くで使巧しないでく 
ださい。電磁波により画慷記録に障害が発生するこ 
とがあります。 

-電磁波の影響で正常に動作しなくなった場合は、 
バッテリーを取り出し、もう一度入れ直してから電 
源を入れ直してください。 

-殺虫剤などの強い化学薬品をかけないようにしてく 
ださい。お手入れの隙は、ペトロリウム•スピリッ 
卜、シンナー、アルコールは使用しないでください。 

-薬品や溶剤によっては、本体表面が変質したり表面 
の仕上げがはげたりすることがあります。 

-ゴム數品やビニール製品は、強い化学物質を発生す 
ることがありますので、長期間接触したままにしな 
いでください。 


砂浜などで使用する場合は、内部に砂やほこりが入 
り込まないようにしてください。 

砂やほこりは、ライカ M - E やメモリーカードの故障 
の原因となります。レンズ交換やメモリーカードの 
出し入れの隙は特にご注意ください。 

雪や雨の中で、あるいは砂おで使巧する場合は、内 
部に水滴が入り化まないようにしてください。水滴 
がかかると、ライカ M - E やメモリーカードが正常に 
動作しなくなるばかりか、修理が不可能になること 
があります。 

海水がかかった場合は、水道水で湿らせてよく絞っ 
た柔らかい布でなき取ってください。その後、乾い 
た布でよくないてください。 
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液晶 モニター 

液晶モニターは非常に精密な技術で製造されており、 

総画素数約23万画素の99.99日％が上がち効画素と 

なっていますが、0.00日％は黒い点になったり常時点 

なしたままになったりします。これは故障ではありま 

せん。また、これが撮影画像に影響することはありま 

せん。 

-寒い場巧から暖かい場所に急に持ち込むと、液晶モ 
ニターに結露が生じることがあります。結露が生じ 
た場合は、乾いた柔らかい巧で T 寧に拭き取ってく 
ださい。 

-寒い塌巧で電源を入れた場合、表示が通常より暗い 
ことがあります。ライカ M - E が温まるにつれて、明 
るさは元に戻ります。 

センサー(撮像素子） 

-宇を線の影響により（飛行磯内に持ち込んだ場合な 
ど)、画素かけが生じることがあります。 

結露 

-ライカ M - E の内部や外部で結露が生じた場合は、電 
源を切って常温の塌巧に約1時間置いてください。 
常温になじんでくると水滴は自然に消えます。 


カメラ 

-ライカ M - E をお手入れする際は、乾いた柔らかい巧 
をお使いください。ひどい'汚れは、よく薄めたクリー 
ナーなどを直接付けてから、 乾いた布でがき取って 
ください。 

• ライカ M - E やレンズに付着した指紋などのミちれは、 
柔らかい清潔な巧で拭き取ってください。巧ではお 
き取りにくい隅の';ちれには、小さなブラシをお使い 
ください。ブラシの柄などでシャツターブレードを 
傷つけないようにごま意ください。 

-機械的に動作するベアリングやスライド部には潤滑 
油を使用しています。長期間使用しないときは、こ 
れらの部分の動作が鈍くなるのを防ぐために、約 
3ヶ月ごとに数回 シャツ ターを切って動かしてくだ 
さい。また、フレーム セレクターなどの操作部もす 
ベて定期的に動かすことをおすすめします。レンズ 
の絞リリングや フォー カスリングも定期的に動かし 
てくだ さい。 

• レンズマウントの6ビツトコード検巧センサー (1.9) 
を傷つけたりミちしたりしないようにしてください。 
また、砂などがマウント部に入り込まないようにご 
注意ください。マウント部を傷つけるおそれがあり 
ます。お手入れの隙は、これらの部分を絶対に姑ら 
さないでください。 

-特に重量があるレンズを装着したカメラを兰脚に取 
り付けた状態で持ち運びすると、振動により過度な 
張力が兰脚用ねじ巧やカメラ本体と底蓋の結合部、 
レンズマウントに加わりカメラ本体が破損するおそ 
れがあります。カメラを持ち運ぶ隙は必ずカメラか 
ら兰脚を取り外してください。 


お手入れ 

-ミちれはカビや細菌などの繁殖の原因となりますの 
で、常に清潔に保ってください。 
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レンズ 

• フロントレンズに付着したほこりは、柔らかいブラ 
シを使って落としてくださし、。巧れがひどいときは、 
クリーナーなどを何も付けていない柔らかい清潔な 
巧を使って、内側から外側に円を描くようにして T 
寧におき取ってください。使用する布には、ケース 
などに保管されていたマイクロフアイバークロスを 
おすすめします（写真用品や光学機器の専門店で購 
入できます)。40での温水で洗濯できるものが便利 
です（ただし、柔軟副の使用やアイロンがけは避け 
てください)。化学薬品が含まれているガラス巧き 
用の布は、レンズを傷めることがあるので使巧しな 
いでください。 

•ボディマウントの6ビットコード （1.10) を傷つけた 
り'汚したりしないようにしてください。また、砂な 
どがマウント部に入り込まないようにご注意くださ 
し、。マウント部を傷つけるおそれがあります。お手 
入れの隙は、これらの部分を絶対にめらさないでく 
ださい。 

-砂や海水がかかるおそれのある場所で撮影する場合 
は、透明の UVa フィルターを装着するとフロントレ 
ンズを保護できます。ただし、その他のフィルター 
と同様に、 逆光での撮影やコントラストが高い被写 
体の撮影ではフレアが発生することがありますので 
ごま意ください。さまざまな保護効果があるレンズ 
フードを装着すれば、不用意に指紋を付けたり雨で 
めらしたりすることを防げます。 


バッテリー 

充電式リチウムイオンバッテリーは、内部の化学反応 
により電力を発生します。この化学反応は外部の温度 
と湿度の影響を受けやすいため、極端な温度条件のも 
とでは寿命が短くなります。 

-ライカ M - E は、電源を切っても日付などの設定の保 
存に微量の無負荷電流を使用するため、数週間後に 
は多量の電力を消費してバッテリーが過放電状態に 
なります。ライカ M - E を長期間使用しない場合は、 
ライカ M - E からバッテリーを取り出してください。 
•バッテリーを取り出して保管する場合は、满充電あ 
るいはそれに近い状態ではなく、充電容量を50% 
前後の状態で保管してください（バッテリー容量は 
液晶モニター0.3 0) に表示されます)。長期間保管 
する場合は、過放電を防止するために年に2回程度、 
15分ほどの充電を行ってください。 


-バッテリーの接点は清潔に保ってください。また、 
近くに金属類を置かないでください。リチウムイオ 
ンバッテリーはショートが起きにくいですが、ク 
リップやアクセサリーなどの金属類と接触させない 
でください。ショートしたバッテリーは発熱するこ 
とがあり、やけどをするおそれがあります。 

. バッテリーを落とした場合は、外装や接点が破損し 
なかったかすぐに確認してください。破損したバッ 
テリーを使用すると、ライカ M - E が故障するおそれ 
があります。 

•異臭がしたり、変色したり、変形したり、オーバー 
ヒートしたり、液漏れが発生したときには、そのバッ 
テリーを直ちに力/ラもしくはバッテリーチヤー 
ジヤーから取り出し、他のものと交換してくださし、。 
そのようなバッテリーを使い続けると才一■/ くーヒー 
卜、発火、爆発の危険があります。 

-液漏れが発生したり、焦げ臭かったりした場合には、 
そのバッテリーを熱源から遠ざけてください。漏れ 
た液体は、発かする場合があります。 

-バッテリーのを全弁は、使用が不適切であった場合 
に発生するおそれのある過大な圧力を制御、低減す 
るためのちのです。 

• バッテリーには寿命があります。 

-破損したバッテリーは、正しくリサイクルするため 
に、リサイクル協力店にお持ちください。 

-バッテリーを直射日光の当たる場巧や高温多湿の場 
巧に放置しないでください。また、電子レンジや高 
圧容器に入れないでください。破裂や発火の原因と 
なります。 
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パ‘ッテリ —千 ャージャー 

-バッテリーチャージャーを無線受信機の近くで使巧 
すると、受信障害を引き起こすことがあります。無 
線受信機から1 m が上離れてお使いください。 

-充電中に音がすることがありますが、異常ではあり 
ません。 

•バッテリーが入っていなくても、コンセントに差し 
化んだままにしておくと、微量の電力を使います。 
使用しないときはコンセントからおいてください。 

•接点は清潔に保ってくださし、。また、絶対にシヨー 
卜 させないでください。 

•付属の自動車巧チャージャーケーブルは、バッテ 
リーチャージャーが電源に鬟がっている間は、けし 
て接続しないでください。 

. バッテリーチヤージヤーは一 40〜+ 70ての温度範 
囲で保管してください。 


メモリーカード 

-データの読み込み中や書き込み中は、/モリーカー 
ドをライカ M - E から取り出したり、ライカ M - E の電 
源を切ったり、ライカ M - E に振爵を与えたりしない 
でください。 

•記録データを保護するために、付属の帯電防止ケー 
スに入れて保管してください。 

-高温の場所、直射日光の当たる場巧、磁気や静電気 
を発生する場所で保管しないでください。 

-落としたり曲げたりしないでください。破損して記 
録データが消失する原因となります。 

•ライカ M-E を長期間使用しない場合は、ライカ M-E 
からメモリーカードを取り出してください。 

-メモリーカード裏の端子部には触れないでくださ 
し、。 また、'汚れやほこりが付着したり、水でめらし 
たりしないようにごま意ください。 

-データ消去を繰り返すと断片化が生じて空き容量が 
少なくなります。それにより書き込み時間が長くな 
ることで記録エラーが起きる塌合がありますので、 
定期的に初期化し直すことをお勧めします。 


メモ 

•単純な初期化の場合は、カードに保存されたデータ 
が完全に消ちされることはなく、インデックスのみ 
が消去されます。これにより、保をデータに直接ア 
クセスできなくなりますが、市販のファイル復元ソ 
フトウェアを使用すると、データへのアクセスが再 
度巧能になる場合があります。ただし、この後、新 
しいデータを上書きしてしまったデータについて 
は、完全に消去されます。大切なデータはすべて、 
なるべく早めにを全な大容量記憶装置 （コン ピュー 
夕のハードディスクなど）に保存することをお勧め 
します。特に力/ラをメモリーカードと一緒に点検 
•修理にお出しになる隙は、必ずデータのバックアッ 
プを取るようにしてください。 

-ご使用の/モリーカードによっては初期化に3分程 
度要する場合もあります。 
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セ ンサー (撮像素子)のクリーニング 

センサー表面に空気中の微細な産やレンズ後玉に付着 
したごみなどが付着すると、黒い小さな点などとなっ 
て画像に写り込むことがあります。 

センサーをクリー ニン グする場合は、ライカカスタ 
マーケア （87 ぺージ）にてクリー ニン グサービスをご 
利用いただけます。なお、クリー ニン グサービスは保 
証の対象外となり、有料とさせていただきます。 

また、ライカ M - E のメインメニューにある[センサー 
検査]機能を使えば、シャッターが開いたままの状態 
になり、センサーをご自身でクリーニングしていただ 
くこともできます。ただし、センサー表面は非常に傷 
つきやすいため、ブロアー等でほこりを飛ばす程度に 
とどめ、改善されない場合はライカカスタマーケアへ 
ご依頼ください。 

メモ 

• ライカ M - E の内部にほこりなどが入り込むのを防ぐ 
ために、ライカ M - E には常にレンズまたはボディ 
キャップを取り付けておいてください。 

-同じ理由から、レンズ交換はできるだけほこりの少 
ない場所で素早く巧ってください。 

-プラスチック/ビニール部品は帯電しやすくほこり 
をひきつけやすくなっています。レンズキャップと 
ボディキャップは、やむを得ず巧類のポケットに入 
れるときもできるだけ早めに取り出してください。 


センサーをクリーニングする 

1. /インメニュ ー (14、31ぺージ）で[センサー検査] 
(4.1.21) を選びます。 

. サブメニューが表示されます。 

2. サブメニューでバッテリー残量が十分であること 
(60%於上)を確認してから、[はい]を選びます。 

-さらにサブメニューが表示されます。 

メモ 

バッテリー强景が十がでない場合は 、 mmR JSE 


巧量不ぞセンサークリーニング不能 


セージが表示され、クリーニングできないことをお巧 
らせしますので、バッテリーを充電してから行ってく 
ださい。 

3. シャッターレリーズボタン (1.18) を押します。 
シャッターが開いたままの状態になります。 

4. シャッターが開いたらセンサーをクリーニングして 
ください。クリーニングするときは、次の点にごミま 
意ください。 


メモ 

. センサーの' 汚れがひどくならないようにするため 
に、点横•クリーニングはできるだけほこりの少な 
い場所で巧ってください。 

. 8〜10倍のルーペを使うと効果的に点検.クリー 
ニングを行えます。 

-通常のごみやほこりは、清潔な（必要に応じてイオ 
ン化した）空気や窒素を吹き付けて吹き飛ばしてく 
ださい。先端がブラシ状になっていないブ ロワー （ゴ 
ム製など）をおすすめします。特別な低圧のクリー 
ニ ング用 エアースプレーを 使う ときは、 各 スプレー 
の使用上のま意に従ってください。 

-これらの方まで吹を飛ばせないごみやほこりが付着 
している場合は、ライカカスタマーケア (87 ぺージ） 
までご相談ください。 
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•シャッターが開いた状態のときにバッテリー容量が 
40%を下回ると、液晶モニターに 

巧鬥ド 1—1 ■下の！* F f ホぶ WMMA / iihiM と 

いうメッセージが表示されます。また、同時にブザー 
音が嗚リ始め、ライカ M - E の電源を切るまで鳴り続 
けます。ライカ M - E の電源を切るとシャッターも閉 
まります。シャッターが閉じるときに物が挟まると 
シャッターが破損することがありますので、電源を 
切るときはご注意ください。 

重要 

-ご自身によるクリーニングで生じた破損については 
一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承 
ください。 

• センサーのカバーグラスに付着したごみやほこり 
は、□で吹寺飛ばさないでください。わずかな唾液 
でもセンサーのカバーグラスに付着してしまうと、 
取り除くのが非常に困難です。 

-高压の圧縮空気式クリーナーは使用しないでくださ 
し、。センサーが傷つくおそれがあります。 

-点検•クリーニングの際は、硬い物でセンサーに触 
れないよラにごミち意ください。 
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イ呆营 

-ライカ M - E を長期間使用しない場合は、次のことを 
おすすめします。 

a. ライカ M-E の電源を切る（ 2 4ぺージ） 

b . メモリーカードを取り出す (21 ぺージ） 

C. バッテリーを取り出す (34 ぺージ）：約3ヶ月後に 
は設定した日付-時間が失われます (20 ぺージ） 

-レンズを装着したライカ M - E の正面に強い太陽光が 
当たると、レンズがルーぺと同じ作用をします。太 
陽光とレンズの作用によりライカ M - E の内部が破損 
しますので、レンズを保護せずにライカ M - E を強い 
太陽光に向けたまま放置しないでください。また、 
レンズカバーを装着して日陰に置いたり、ケースに 
収納したりして、強い太陽光が当たらないようにし 
てください。 

-破損やほこりから保護するために、パッドを詰めた 
密封ケースに保管することをおすすめします。 
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適度に風通しのよい乾いた場所で保管してくださ 
い。高温•多湿の場所は避けてください。湿気のを 
い場所で使用した場合は、湿気をよく取り隙いてか 
ら保管してください。 

収納しているケースが湿った場合は、湿気や湿気に 
よって染み出てくるなめし剤によってライカ M - E や 
レンズが故障するのを防ぐために、ライカ M - E やレ 
ンズをケースから取り出してください。 

高温•多湿の熱帯地域で使巧する場合は、カビなど 
が発生するのを防ぐために、できるだけ多く日巧や 
風に当ててください。密封ケースなどに保管する場 
合は、シリカゲルなどの乾燥剤を入れてください。 
カビや細菌が発生するのを防ぐために、レザー製の 
ケースに長期間収納したままにしないでください。 
ライカ M - E とレンズのシリアルナンバーは、紛失- 
盗難の隙に重要となりますので、書き写して保管し 
てください。ライカ M - E のシリアルナンバーはホッ 
トシューに刻印されています。 


トラブルシュ 


1. 

電源が入らない 

5. 

液晶モニターが暗すぎる、または明るすぎる 

1.1 

パ’ッテリーを正しく入れましたか？ 

5.1 

液晶モニターを真横に近い角度から見ると、表 

1.2 

バッテリーを十分に充電しましたか？ 


示が見にくくなります。 


十分に充電したバッテリーを入れてください。 


真正面から見ても明るすぎたり暗すぎたりする 

1.3 

底蓋を正しく取り付けましたか？ 


場合は、液晶モニターの明るさを調整してくだ 
さぃ’。 

2. 

電源を入れてもすぐに切れてしまう 



2.1 

バッテリーを十分に充電しましたか？ 

6. 

撮影直後の画像が表示されない 


バッテリーを充電するか、十分に充電したバッ 

6.1 

オートレビューモードが[なし]に設定されてい 


テリーを入れてください。 


ませんか 2 ? 

2.2 

結露が生じていませんか？ 

寒い場巧から暖かい場所に急に持ち込むと、結 

7. 

画像を表示で重ない 


露が生じることがあります。水滴が消えるまで 

7.1 

/モリーカードを入れましたか？ 


ライカ M - E をそのままにしてください。 

7.2 

/モリ -力ー ドに画像が何も記録されていません。 

3. 

シャッターが切れない 

8. 

曰が•時刻が正しく表示されない、またはまっ 

3.1 

画慷データを/モリーカードに転送中で、バッ 


たく表示されない 


ファメモリーがいっぱいです。 

8.1 

ライカ M - E を長期間使用していなかったとき 

3.2 

メモリーカードの空き容量がなく、バッファメ 


で、特にバッテリーを取り出したままだった場 


モリーがいっぱいです。 


合は、正しく表示されなかったり、設定が失わ 


不要な画像を消去してから撮影してください。 


れたりします。 

3.3 

メモリーカードが入っておらず、バッファメモ 


1. 十分に充電したバッテリーを入れてください。 


り一がいっぱいです。 


2. 日付と時刻を設定し直してください。 

4. 

画像を記録でをない 



4.1 

メモリーカードを入れましたか？ 

1スナップショッ ト プロファイルでは調整できません。 

2 スナップショットプロファイルではオートレビューモードがじお，]に固定 

4.2 

メモリーカードの空き容量がありません。 

されます。 


不要な画像を消去してから撮影してください。 
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アクセサリー 

ケース . 73 

交換レンズ . 73 

視度補正レンズ . 73 

ビューファインダー-マグニファイアー 

M 1.25 倍/ 1.4 倍 . 72 

フイルター . 72 

ユニ/ くーサ J レ広角ビューファインダ ー M . 72 

圧縮辜 . 37 

色の彩度一画質をミ央める要素 

液晶 モニター . 29 
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オー ト パワー オフ . 35 

お手入れ . 77 

音量(電子音） . 35 

锅慷 it . 37 
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(コントラスト、シヤープネス、色の彩度） . 41 

カメラの正しい構えかた . 42 

キヤリングストラップ . 18 

ケース . 75 


吕 PP.-->4 
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再生(撮影モード時、撮影直後に画慷を自動表示）.. . 2己 
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視度補正レンズ . 73 

絞り優先 AE モード . 48 

絞りリング . 8 

シャープネスー画質をミ夹める要素 

シャッタースピードダイヤル . 28 

シャッタースピードと絞りの関係一露出設定 
シャッターレリーズボタン（シャッター、テクニカル 

データも参照） . 26/86 

削除(画像) . 65 
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セルフタつマー . 69 
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バッテリーを入れる/取り出す . 20 
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日付•時間 . 34 

被写界裸度目盛り . 8 

ピント合わせ . 46 

距離計 . 46 

スプリットイメージ式 . 46 

二重慷合致式 . 46 

フオーカシング測距枠 . 46 

フオーカスリング . 8 

ファームウェアのアップデート . 71 

フィルター . 72 

フオルダ構造（メモリーカード） . 70 

フレームセレクター . 44 

ヒストグラム . 30 

表示(画面） 

液晶モニター . 11 

ファつノター . 10 

表示位置の移動一再生モード 

ファインダー . 43/45 

外部ファインダー . 74 

ビューファインダー-マグニファイアー 

M 1.25 倍/ 1.4 倍 . 72 

ブづイトフレーム . 43/44/45 
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ハンドグリップ M 9. 73 

ブライトフレームファインダー . 43 

フラッシュ . 55 

フラッシュユニット . 55/73 

ライカビューファインダ ー M . 22/72 

同調速度 . 59/60 

プロテクト/プロテクト锅除 . 66 

保胃 . 80 

ホワイトバランス . 38 

名袖(各□の . 8 

メインスイッチ . 24 

メニュー項目 . 14/15 

メニューな定 . 31 

メモリーカードを入れる/取り出す . 21 

ライカインフオメーシヨンサービス . 87 

ライカカスタマーケア . 87 

リセット . 61 

連写速度 . 27 

レンズ . 22 

連続撮影 . 27 

露出設定 . 47 

ISO 感度 . 56 

絞り優先 AE モード . 48 

スナップシヨットプロファイル . 12/53/61 

測光範囲を上回る/下回る場合 . 54 

マニュアルモード . 52 

露出計 . 54 

露出計の測光範囲 . 54 

露出補正 . 49 


ぺージ 


DNGfRAW ) データ . 37/70 

に0感度 . 40/54 

に日感度の設定 . 40 

M レンズ . 22 

各の名称 . 8 

使用できるレンズ . 22 

レンズを取り付ける/取り外す . 23 


83 






























































テクニカルデータ 


型式デジタルレンジファインダーカメラ 
レンズマウントライカ M バヨネットマウント方式6 
ビットコード横知センサー付き 
使用レンズ魚胡顧1 16 mm 〜 ISSrrm のライカ M レンズ 
撮像素子 CCD 撮慷素子日 270 x 3516(1850 万画素)、 
アクティブエリア約 23.9 X 35.8 mm 521 2 x 3472 画素 
( 18 〇0 万画素）（アナログ M シリーズカメラの フォー 
マットと同等） 

画像稱像度 DNG ™ : 521 2 x 3472(1800 万画素)、 

JPEG : 5212 x 3472(1800 万画素)、3840 x 2592 (1 000万 
画素)、2592 XI 728 (4 日 0 万画素)、1728 x 1 1 52 (200 万 
画素)、1280 x 846(10 日万画素)。 

記録お式 DNG ™( RAW データ）、「圧縮なし」または「压 
縮あり」を選が惟の深みを非線形的に低下させること 
で）、2種の j PEG 圧縮 

ファイルサイズ圧縮 18 MB 、 圧縮なし 36 MB 、 

JPEG :約 2—10 MB 

色を間 Adobe ⑩ RGB、sRGB 

ホワイトバランス自動、 マニュアル 設定、プリセッ 
卜 （7 種類)、色温度設定可能 

記録媒体 SD メモリーカード (2 G 目まで )、 SDHC メモ 
リーカード (32 GB まで） 


測光方式実絞りによる TTL 中央部重点測巧 SCA - 
3000/2標準フラッシュユニットと互換性のあるフ 
ラッシュシステム用中央部 M - TTL フラッシュ測光 
測光ち法シャッター先幕のホワイトブレードに反射 
した巧を測光 

測光節图常温常湿でに0160のとき、 EV 0 〜20、 f 1 
で 1.2 秋巧2で1/1000秒に相当、輝度が低い場合はファ 
インダー内の左側の兰角の LED が点滅 

測光素子(連続光測光）本体下部中央に配置された集 
光レンズ付きシリコンフォトダイオード 

ISO 感度 IS 080 から2500まで1/3の段階ごとに調 
節可能、絞り優先 AE モード 「 A 」 およびマニュアルモー 
ド：マニュアル設定または自動、スナップシヨットモー 
ド：自動 

露出モードスナップシヨッ ト プロファイル： マニ ュ 
アル 設定した絞り値に応じてシャッタースピードを自 
動設定、適正露出/露出才ーバー警告/カメラブレ警 
告をファインダーに表ち絞り優先 AE モード： マニ ュ 
アル 設定した絞り値に応じてシャッタースピードを自 
動設定、シャッタースピードをファインダー内に表示 
マニュアル モー ド： 絞り値とシャッタースピードを 
マニュアル 設定、ファインダー内の LED 表示を参照し 
て露出調整が可能 


メニュー言語ドイツ語、英語、フランス語、スペイ 
ン語、イタリア語、日本語、中国語(繁体字)、中国語 
(簡体字)、ロシア語 


対応 0 S Windows 愈 XP/Vis ね 愈/7愈; 
Mac 愈 05 X (10.6) 
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フラッシュ制御 

フラッシュユニットの接続中央制御コンタクトを備 
えたアクセサリーシューによるフラッシュ発光タイミ 
ング先幕シンクロと後幕シンクロの選択が可能 

フラッシュ同期速度 Vi 日日秒（/)、これより遅い 
シャッタースピードでのフラッシュ撮影も巧能 

フラッシュ測光撮影直前にプリ発光を行ラ M - TTL 調 
光（ライカ SF 24 D / ライカ SF 58 または SCA - 3000の条 
件を満たすフラッシュユニットと SCA -3501/3502 ア 
ダプター使用時） 

フラッシュ測光素子本体下部にある2つのシリコン 
フォトダイオードと集光レンズ 
フラッシュ霊出補正 SCA -3501/3502 アダプター使 
用時：± 31/3 EV の範囲内で 1/3 EV ステップ、ライカ 
SF 24 D 使用時： TTL / GNC モードの場合 ±3 EV の範囲内 
で1 /3 EV ステップ、 A モードの場合〇〜 3 EV で1 EV ス 
テップ、ライカ SF 58使用時：すべてのモードで± 
3 EV の範囲内で 1/3 EV ステップ 
ファインダー表示フラッシュユニットの充電完了： 
フラッシュマークの LED が点灯適正露出で撮影が完 
了：フラッシュマークの LED が引き続き点灯または速 
く点滅露出アンダーで撮影が完了：フラッシュマー 
クの LED が消な 


ファインダー 

ファインダーお式大垫ブライトフレームファイン 
ダーパララックス自動補正機能付き 
アイピース視度： - O . Sdpt . 視度補正レンズ(- 3 〜+ 3 
dpU を装着巧能 

フレーミング2フレーム1組 (35 mm 用と 135 mm 用、 
28 mm 用と 90 mm 用、 50 mm 用と 75 mm 用）で表示さ 
れるブライトフレームを使用レンズ装着時に自動 
セット。 

パララックス補正ファインダーの視野とレンズにお 
ける上下および左ちの差異をピント調整に応じて自動 
補正、プライトフレームの範囲と撮影範囲が自動的に 
—致 

プライトフレームと撮影節固撮影距離が 1 m の場合 

にセンサー （23.9 X 35.8 mm ) で撮影される範囲を表示。 
無限遠では、使用レンズの焦点距離に応じて、ブラ 
イトフレームの表示よりも約7.3% (28 mm レンズ)〜 

18% (135 mm レンズ)広い範囲を撮影。撮影距離が 1 m 
を下回る場合は、ブライトフレームの表示よりも若干 
狭い範囲を撮影 

ファインダー倍率 日. 68倍(すべてのレンズ） 

ピント合わせフォーカシング測距砕（ファインダー 
中央部に明るい領域として表示)を使用スプリット 
イメ ージ式および二重像合致式 
ち効基線長 47.1 mm {基線長69.25 mm x ファインダー 
倍率 0.68 傲 


ま巧部 

ファインダー(下部の LED 表示）上下にドットがある 
7セグメント4巧の数字表示 LED (周囲の光量に応じ 
て明るさを自動調整）：露出補正値、自動設定された 
シャッタースピード(絞り優先 AE モード使用時 )、 AE 
ロック使用表示、シャッタースピードが設定可能範囲 
外の場合の警告(絞り優先 AE モード使用時)、シャッ 
タースピードが2秒より遅い場合のカウントダウン、 

1つの円とその左右に位置する2つの兰角形の LED : 
露出状況(マニュアルモード使用時)兰角おの LED は、 
適正露出を得るためにシャッタースピードダイヤルお 
よびフオーカスリングを回す方向も表示 
露出計の測光範囲を超えた場合または測光範囲に滿た 
ない場合に点滅フラッシュマークの LED :フラッシュ 
の状態上部 LCD モノクロ LCD 撮影可能枚数とバッテ 
リー残量 (5 段階)を表示 

液晶モニター 2.5 型 TFT 式カラー液晶モニター画 
素数： 23万画素表示については10ぺージを参照 
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シャッターとシャッターレリーズ 
シャッター電子制御式縦走りメタルブレード- 
フオーカルプレーンシャッター動作音を低減する静 
音設計 

シャッタースピード絞り優先 AE モード 「Aj : 32〜 
，/4000 秒（無段階）マニュアルモ—ド： 8〜 1/4。。〇 秒 （1/2 
ステップ） 

「日」：長時間露出慮長240秋セルフタイマーとの併用 
で T モード(シャッターレリーズボタンを押すとシャッ 
ターが開き、再び押すとシャッターが聞まる）を使巧 
可能 

「ぶ」：フラッシュ同調速度 (Viao 秒） 

シャッターチャージ電動式動作音を低減する静音設 
計チャージのタイミングを設定可能（シャッターレ 
リーズボタンを押したとき/シャッターレリーズボタ 
ンから指を離したとき） 

連続撮影約2コマ/秒で最大8コマ 
シャッターレリーズボタン3段階の作動ポイント： 1. 
露出計の作動、 2. AE ロック（絞り優先 AE モード使用時)、 
3.レリーズ、標準ケーブルレリーズ巧のねじ巧付き 
セルフタイマー 2秒または12秒（スナップショット 
プロファイルでは12秒のみ）メインメニューで設定 
作動中はファインダー窓の LED が点減-点灯、液晶モ 
ニターに残り時間をカウントダウン表示 


本体電源のオン/オフ 本体上面のメインスイッチを 
使用一定時間が経過した後に自動的にスタンバイ 
モードに移行する「オートパワーオフ」を設定可能（移 
行までの時間は2分、5分、10分から選おシャッター 
レリーズボタンを押すと「オートパワーオフ」状態を解 
除） 


電源充電式リチウムイオンバッテリー（公称電圧 
3.7 V 、 容量1900 mAh ) x 1 液晶モニターにバッテリー残 
量を表示センサーのクリーニング時にシャッターを 
關いたままの状態でバッテリーが消耗した場合は、ブ 
ザー音で警告 

バッテリーチャージャー定格入力： AC 1 00〜24肌 
(50/60 HZ . 自動切換)、 DC 12/24 V 定格出力： DC 4.2 V 、 
最大 800 mA 

本体 

材質マグネシウム•ダイカストの才ールメタルボ 

ディ、 KTL 特殊塗装、合成皮革のカバー。トップカバー 

および底蓋は真踰數でアンスラサイト仕上 

ミ脚巧 A 1/4(1/4 インチ）、 DIN 4 日03に準拠、ステン 

レス數底蓋の中央に配置 

動イ乍温度 0て〜+40て 

寸法 約 139 x 37 x 80 mm (幅 X 奥巧 X 高さ） 

質量約 585 g (バッテリー含む） 

符属品 バッテリーチャージャー（カーアダプターお 
よびヨーロッパ仕様とアメリカ仕様の各電源アダプ 
ター付き、一部地域により異なる）、充電式リチウム 
イオンバッテリー、キヤリングストラップ 
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デザイン、仕様、その化は変更される場合があります。 


ライカ インフォメーションサービス 

ライカ製品の使いちなどの技術的なご質問は、下記ま 
でお問い合わせください。 


Leica Camera AG 
Informations Service 
Postfach 1180 
D - 35599 Solms 

Phone : +49 (0) 6442-208-111 

Fax : +49 (0) 6442-208-339 

info @ leica - camera.com 

ライカデジタルサポートセンター 

デジタルカメラの使いちなどのご質問は、下記までお 
問合せくださし、。 

Tel . 01 20-03 -日508 ( フリーダイヤル） 

受付時間： 

月曜日一金曜日9 : 30-1 8 : 00 
祝祭日は受け付けておりません。 


ライカのホームページ 

各種製品、 ニュ ース、イベント、ライカカメラ社の最 
新情報については、ライカのホームページをご覧くだ 
さい。 

http :// www . leica - camera . co.jp 


ライカカスタマーケア 

ライカ製品のメンテナンスや修理が必要な場合には、 
下記のカスタマーケア、またはお近くのライカ正規販 
売店までお問い合わせください。 

ライカカメラジャパン株式会社 
カスタマーケア 

まを都中央区銀座 6-4-1 ライカ銀座店内 
Tel . 03-6215-7072 
Fax 03-6215-7073 
Email : info @ leica - camera . co.Jp 
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